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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　男の子向けの漫画雑誌を読んでいた部長が、急に言ってくる。


    「信号の色って何色かね?」


    「はい?」


    　京きよう夜やは雑誌に目を落としたまま訊きき返した。漫画のコマを追う目は止とめない。今日は雑誌が二冊発売される日で、部長があっちの一冊を読み終わってしまう前に、こっちの一冊を読み終わっていなければならない。


    　何十秒も時間が経たってから、また部長が、ぽそっと言う。


    「すすめのやつ」


    　これでようやく部長が何を言っているのかが判明した。よって京夜は答えを口にする。


    「青じゃないんですか?」


    「でもあれ緑っぽくね?」


    「青信号っていうからきっと青なんですよ」


    「いいや。やっぱり青じゃないだろ」


    　部長は漫画をテーブルに置き、断だん固こ、戦い抜く姿勢を取っている。


    　京夜も仕方なく雑誌を置いて、はじめて部長と向き合った。


    「私は前々から不思議だった。どうして皆──、あの色を青と呼んでいるのか。どう見たって緑だろ?　青っていったら、もっと鮮せん烈れつな色だろ。たとえばかき氷のブルーハワイとか」


    「かき氷ならイチゴが一番おいしいと思います」


    「きいてねえよ。──ああそうだ!　メロンの色とおんなじだよ!　青信号の色って!　だからあれやっぱ緑じゃん」


    「じゃあメロンも青なんですよきっと。──痛い痛い痛いです部長」


    　そろそろ噛かまれる頃合いかと思っていたら、やっぱり噛まれた。


    「なんででしょうね。不思議ですね」


    　部長の顎あごがようやく外はずれて、京夜は手をさすりながらそう言った。


    　いつも変なことを言いだす部長だが、今日もまた、なにやら変なことにこだわっている。


    「みんなが青信号って言っているんだし。青ってことにしときましょうよ」


    「イヤだな。全世界がイエスと言っても私はノーだ」


    　部長は腕組みをして、そっぽを向いた。


    「えーと……」


    　このあたりで京夜は助けを求めるように部室の中を見回した。


    　まず紫し音おんさんから。


    　いつもなら「真ま央おの相手は君の仕事」とばかり、手をゆるゆると振ってくるだけの紫音さんだが、コーヒーカップをソーサーに置くと、口を開いてきた。


    「国際標準では〝進め〟の色は緑色のようだね。日本でも、以前は緑色だったらしいが、青信号と言われることが多く、その後青色に統一されたらしいよ。日本は文化的に緑と青とをあまり区別しないんだ。たとえば青々としたメロンと言っても、ほら、べつにおかしくはないだろう?」


    　物知りな紫音さんらしい知的でエレガントな答えであった。京きよう夜やは大だい納なつ得とくできた。


    「なるほど。青と緑の信号機が混在していてもおかしくないんですね。──部長。だから青でも緑でいいんですよ」


    「いやだ。青か緑かはっきりしろハッキリ白黒付けろ。青緑付けろ」


    　部長は納得してくれない。


    　ではつぎの解答者。綺き羅ら々らさん。


    「キララ。信号って青ですか緑ですか?　すすめのやつです」


    　部室の隅すみのソファーに座り、いつものようにお肉を食べていた綺羅々さんは、名前を呼ばれると顔をあげてきた。ぜんぜん話を聞いていなかった彼女に、もういちど頭から順を追って説明してゆく。


    　かくかくしかじか。これこれあれそれ。わかったというように、綺羅々さんはうなずいた。


    「すすめのいろは。あんぜんなにおい。」


    「安全な匂においだそうです。──部長。納得できましたか?」


    「ぜんぜんわけわかんねーよ」


    　だめだった。


    　最後は恵めぐみちゃんの番だった。


    　恵ちゃんは皆のお茶を淹いれながらも、背中で話を聞いている。もういちど最初から話をはじめる必要はない。


    「わたし前から気になってるんですけど。信号機の中の人って……、あれ男の人なんでしょうか。女の人なんでしょうか」


    「中の人?」


    「ほらこんなふうな──」


    　と恵ちゃんは体で表現をはじめた。歩いたり止まったりのポーズを取る。


    「ああ歩行者用の信号の絵の人の──」


    「それは難なん問もんだ!」


    　部長が言った。問題がいつのまにかすりかわっていても、誰だれも気にする者はない。


    　いつものＧグツＪジヨ部ぶの日常がまったりと続く。今日のＧＪ部は「信号問題検けん討とう委員会」だった。
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     部長くる
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    　いつもの昼休み。いつもの一年九組の教室。


    　京きよう夜やが、いつものように横よこ溝みぞと向かい合って弁当を食べていると──。


    「おいこら一年坊ぼう主ずども。いますぐうちのキョロを出せ。そうすりゃ生命の安全と精神の尊そん厳げんだけは保証してやる」


    　なにか聞き慣れた声が聞こえてきて──京夜はぎくりと身を固めた。


    　部長だった。戸口のところに立っている。腕組みをして背筋を反そらせて──仁に王おう立ちだ。


    　部室で見ていると違和感はまったくないのだが、こうしてクラスメートの女子たちの中に並ぶと、そのちっこさが一ひと際きわ目立つ。


    「きゃー、かわいー」


    　さっそく女子たちが群むらがりにいった。


    「あわ、あわ、あわっ──あぶっ、あぶないっ」


    　京夜は慌あわてて立ちあがった。女子の群むれと部長とのあいだに割って入る。


    「キョロくんってだれさね?」


    「京夜くんのことだとおもうよ、ぼく」


    「キョロだってー。へんなのー。あははー」


    「おいキョロ。なんか褒ほめられてるようだぞ」


    　身長差二十センチをものともせず、部長は女子たちを下から見下ろしている。


    「褒められていませんよ。〝変〟っていうのは、それ褒め言葉じゃないですから」


    「じゃーねー。キョロ君」


    　女子たちがようやくあっちに行ってくれる。手をひらひらと振られて、笑顔で返す。それから京夜は、部長に怖い顔を向けた。


    「ほら広まっちゃいましたよ。どうしてくれるんですか」


    「おまえキョロって名前、イヤなの?」


    「え。いやまあそんなことないですけど」


    「じゃ。いいじゃん」


    「いいのかなぁ……?」


    　あいかわらず部長は強ごう引いんぐマイウエイであった。部室でもどこでもおんなじだった。


    「ところで今日はいったいどうしたんですか」


    「いや放課後の部活な。誰だれもいねーから。──言っといてやらねーと。おまえ来て一人でずっと待ってるだろうから。しょんぼりと八時まで」


    「いえさすがに六時くらいで帰ると思いますけど」


    「ほらやっぱ待ってるじゃん」


    　と、部長は勝ち誇ほこったようにふんぞり返る。なんか見み透すかされている。負けた気分だ。


    「それはありがとうございます。だけどわざわざ来なくてもよかったのに」


    「なんだよ来ちゃいけないのかよ」


    「あ、いえ──。メールくれれば済んだんじゃないかと」


    「んなもんちまちま打ってられっかー!」


    「でしょうね」


    　両手を上にあげて怒ったポーズの部長に、京きよう夜やは言った。


    「なになに?　四しノの宮みや。おまえの妹?」


    　部長と話していたら、こんどは男子がやってきた。


    「妹キャラかもしれませんが妹じゃないです。うちのＧグツＪジヨ部ぶの部長です。二年生の先輩です」


    「なんだこれは。キョロ。おまえの友達か?　イケメンだな」


    「イケメンかもしれませんがたぶん本人はぜんぜん気づいていません」


    「やっべー俺イケメンかあ!　おーい美み奈な?　聞いた聞いた?　俺イケメンだってよー?」


    　教室の隅すみから新しん城じよう君の彼女が優しい笑いを返してくる。このクラスで二人の仲を知らない者はない。クラス一の美少女とは幼おさな馴な染じみで、〝神カップル〟と異名を取るほどの仲である。


    「はっはっは──だけど俺。恋人いますんで。惚ほれんといてください」


    「愉ゆ快かいなヤツだな。うちの部に欲しいな。これ。こいつ」


    「うちは男子禁きん制せいなんじゃないんですか」


    「しかし、ちっちぇえ、ちっちぇえって聞いていたけど、ほんとちっちぇえなー……」


    　と、新城君が部長の頭に手を置いた。なでなでとする。京夜は慄りつ然ぜんとした。


    　部長の頭に手を置く行為は絶対の禁忌タブーであった。そして彼はまた「小さい」と言うという二重の禁忌にも触ふれていた。


    　がぶり。


    　部長が噛かみついた。禁忌を犯おかせば当然そうなる。それはもはや物理法則の範はん疇ちゆうだ。


    「うおー!　痛いてえー!　痛えぇーっ!　離れねー!　離れねーよっ!　これえーっ!」


    　京夜は部長の足を持って、引き剥はがすのを手伝った。足を二本とも引っぱってもしばらく離れなかった。


    「なにあの危険な生き物」


    　歯形のしっかり付いた手をさすりながら、新城君は京夜の後ろに隠かくれていた。部長に怖こわ々ごわと目を向けている。部長は「ふん」とばかりにふんぞり返っていた。


    　せっかく部長のインプレッションを、いいほうにいいほうにと振り向けて、布教もしくはイメージ戦略に励はげんでいたのだが──。


    　実物が来てしまったことで、クラスでまた悪い噂うわさが流れてしまいそうだった。
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     紫音さんくる
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    　いつもの昼休み。いつもの一年九組の教室。


    　京きよう夜やがいつものように横よこ溝みぞと向かい合って机を並べ、お弁当をちまちま食べていると──。


    「失礼する。四しノの宮みや君は……いるかな?」


    　教室の戸口から涼すずやかな声が聞こえてきて──京夜は、はっと顔を向けた。


    　紫し音おんさんだ。


    　慌あわてて席を立ちあがり、紫音さんのもとに出向いた。


    「どうしたんですか紫音さん」


    　このあいだ部長がやってきて騒さわぎになった。それを京夜は警けい戒かいしていた。


    「おととい借りた本なのだが、もう読み終わったので、君に返へん却きやくしようと──」


    「部活のときでいいですって」


    「じつは私は今日は部活に出れなくてね」


    「明日でべつにかまいませんから」


    「いや借りた本はすぐに返すべきだろう。そう思ったもので──」


    　と紫音さんがこのへんで京夜の態度に気がついて、顔色を変える。


    「──なにか迷惑をかけてしまったのかな?　すまない。なにがいけなかったのか、できれば教えてくれると嬉うれしいのだけど」


    「あ。いえあの。そうじゃなくて──」


    　このあいだの部長のこともあって、京夜はなるべく早く、紫音さんを追い返そうとしていた。紫音さんには悪い気がしたが、これも紫音さんを守るためである。


    「わぁ……、綺き麗れいな人」


    　やっぱりクラスの女子に見つかってしまった。すぐに女子の群むれに取り囲まれる。


    　紫音さんは──本人に自覚はないだろうが、とにかく目立つのだ。膝ひざ裏うらまで届こうかという長い髪もさることながら、その容よう姿し。美び貌ぼう。そして長身。部室で見ていると違和感はないのだが、クラスの女子の中に立っていると、その差は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。同じ種類の生物とは思えない。


    「キョロ君──た、助けてくれ」


    　女子たちの黒い頭の列の上から、困ったような視線が京夜に向けられる。


    　髪きれーとか、背ぇたかーいとか、女子は紫音さんを取り囲んでひたすら褒ほめ称たたえている。


    　しかし京夜は知っていた。紫音さんは褒められることが嬉しくないひとなのだ。天才であったり美人であったり、優すぐれているということが、必ずしも良いことだけではないことを、京夜は以前紫音さんから聞かされている。


    　京夜は騎士ナイトとして紫音さんのもとに馳はせ参さんじた。


    「みんな～。勘かん弁べんしてあげてくださいよ～。ほら紫し音おんさん怖がってるじゃないですか～」


    　立派に勇ゆう敢かんに、そして果か敢かんにヒーロー的に立ち塞ふさがる。彼女を守る盾たてとなる。


    「おいずるいぞ四しノの宮みや。紹介してくれよ。こんな美人。例の先輩だろ。天才の人だろ」


    　迫りくる男子も体で防ぐ。紹介してくれとか言ってきたそいつは、なんと彼女持ち。〝神カップル〟の片割れの新しん城じよう君だ。


    「先輩って天才なんすか?　天才ってなにができるんすか?　天才ってどんな気分なんすか?」


    　京きよう夜やが訊きくのに三か月もかかった質問を、出会ってわずか数秒でしている男子に、めまいとともに軽い羨せん望ぼうとか、越えられない壁かべとか、挫ざ折せつ感とかを感じつつ──。


    　京夜はとにかく紫音さんを守った。いまの自分はただ一枚の盾である。それでいい。


    「やめてくださいよ新城君。いきなり失礼ですよ」


    「え?　そうなん?　──ああすんません。俺気が利きかなくて。──あ、それ。その本」


    　彼はすぐに謝あやまってくれて──そういうところは憎めないのだけど、紫音さんの手にあった本に気づいて声をあげていた。


    「その小説俺も読んでますよ。けっこうエッチっすよねー。キスどころか、もっとすごいこともバンバン──って、ああそうだ。知ってますか?　その二にノの宮みや修しゆう二じってじつは──」


    「ちがう」


    　固い声と、硬い顔で、紫音さんは否定した。


    「いやべつに私はそんなつもりで読んでいるわけじゃないんだ。これは高こう尚しような物語なんだ。愛と死について語られた物語であり、愛について真しん摯しに取り組んでいる故ゆえに、確かに君の言わんとするそういったシーンがあることは認めざるを得ない。しかしフロイトの学説を引用するまでもなくエロスとタナトスが不可分であることは万ばん人にんの認めるところだろう。写真家であり芸術家であるアナーキーも、二つが切り離せず表ひよう裏り一いつ体たいであると言っている。したがって──」


    　延えん々えんとつぶやいている紫音さんから、京夜はクラスメートを引き離した。


    「あれ?　ひょっとしてアレか?　エッチな本読んでるって、言っちゃだめだったのかそこのところは?」


    　ようやく気づいてくれた彼に対して、京夜は力なくうなずいた。


    「わ、わりぃ」


    　彼はすぐに謝ってくれて──そういうところは憎めないのだけど。紫音さんはまだ帰ってきていなかった。延々と心理学の話を続けている。


    「いえ。慣れてますから」


    　まだまだ言いわけを続けている紫音さんに、新城君は覗のぞき見るように顔を向け──。


    「なにあのカワイイ生き物?」


    　このあいだ部長が言ったのと同じ事を、彼も口にしていた。


    　やっぱりそうなんだ。あれってやっぱり可愛かわいいんだ。京夜は自分の感想に確信を持った。
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     恵ちゃんくる
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    「でさ──。部長がよく言うんだ。香こうばしいって。──それどういう意味だろ?」


    「そりゃもちろんいいニオイって意味だな。煎せん餅べい。焼き味み噌そ。栗くり。煎いりゴマなどだ」


    　どうでもいいような話をしながらの弁当タイム。おもに話しているのは京きよう夜やの側がわ。京夜の弁当箱はまだ半分以上も残っていて、横よこ溝みぞの爆ばく弾だんオニギリのほうは、もう一個も残っていない。


    「だから聞いています、徹てつ心しん?　今度の文化祭のうちのクラスの出し物の──」


    「わかってるわかってる。手伝えっていうんだろ」


    　横溝に話しかけている女子はクラスメートの倉くら橋はしさん。彼──横溝徹心は彼女の話を聞きながら、京夜の話も同時に聞いていた。一度に複数の話を同時に聞き分けるという横溝の特とく殊しゆスキルは、彼の家が女じよ系けい大家族であり、姉や妹が何人もいる環境で培つちかわれたものらしい。


    　ちなみに倉橋さんはクラスで二番目に美人な女の子。横溝とはなんとなく仲がいい。普通のクラスであれば話題か冷やかしの対象になっているところだろうが、この一年九組には〝神カップル〟が君くん臨りんしているので、誰だれも気にする者はない。こんなん男女交際のうちに入らない。


    「こんにちはー」


    　聞こえてきたのは恵めぐみちゃんの声だった。隣となりの一年八組にいる恵ちゃんは、よくこの一年九組に遊びにくる。もちろん京夜のところに来るのではなくて、仲のいい女子のところにやってきているだけだが。恵ちゃんの友達は新しん城じようさんで──といっても、あの神経のズ太い男子の新城君ではなく、彼の親しん戚せきの女の子のほうの新城さんだ。天てん使しみたいにいつもニコニコ笑っている女の子で、だから恵ちゃんと波は長ちようが合うのかもしれない。


    　そういえば最近部長とか紫し音おんさんとか来たなぁ。などと考えつつ、恵ちゃんに顔も向けずに、京夜は弁当箱に向かっていた。部室以外で恵ちゃんと話すことはあんまりない。たぶん一度も。


    「ああー。お弁当食べちゃってるんですかー。四しノの宮みや君」


    「え?」


    　京夜は、ぎょっと顔を持ちあげた。にこにこと微ほほ笑えむ天使の笑顔が、そこにあった。


    「ごはんつぶついてますよー。ほっぺたに」


    「えっ。あっ。──はい」


    「ど、どしたの?」


    「えへへ。じつはですねえ──」


    　恵ちゃんは後ろ手に持ったなにかを、取り出してこようとした。そのとき──。


    「あー。なんだおまえー。女と話してやがってー」


    　新城君がわざわざ小学生的に冷やかしにやってきた。〝神カップル〟の片割れの彼には、本当にその自覚がないらしい。恋人のいるやつが、どんな根拠で、女の子と話す男子を冷やかすことができるのか、そのへんをちょっとばかり問い詰つめたい。


    「四しノの宮みや君。はいこれどうぞ」


    　恵めぐみちゃんは包みを持ち出してきた。さっき出しかけていたものだ。


    「え?　これって……」


    　可愛かわいい柄がらのナプキンに包まれたそれは、どう見てもお弁当箱に見えた。


    　差しだされたお弁当箱と、恵ちゃんの顔とを、交互に見比べる。


    「四ノ宮君、まえに言ってくれたじゃないですかー。おいしいって。いくらでも食べたいねー、って。作りすぎちゃったんで、だから持ってきましたー」


    　と言って恵ちゃんは、弁当箱を手に持っている。


    　京きよう夜やには状況が掴つかめなかった。お弁当というものは、作りすぎたりしてしまうものなのか?


    「おおお。愛あい妻さい弁当かっ!」


    　新しん城じよう君が雄お叫たけびをあげる。毎日毎日、愛妻弁当を口にしている幸せ者が、いったいどんな種類の権利があって、人のことを囃はやし立てるのか。


    「恵ちゃんってさ。四ノ宮と付き合ってたりすんの?　奥さんやってんの?」


    「ちがいますよー。ぜんぜんそんなんじゃないですー」


    　心臓に毛の生はえている男がそう言って、恵ちゃんがコロコロと笑いながら答える。


    　京夜はがくりとうなだれた。勇ゆう者しやと天てん使しの会話は凡ぼん人じんを打ちのめすのに充分な威い力りよくがあった。


    「う、うん……。ありがとう」


    　京夜は恵ちゃんにそう言った。恵ちゃんは「それじゃー」と言って帰って行った。今日は新城さんのところには行かないで、そのまま自分のクラスに引きあげてゆく。


    　ナプキンの包みを開きながら、京夜は首を傾かしげていた。恵ちゃんはさっき「おいしいって言ってくれた」とか言っていた。でも京夜には覚えがない。彼女の手料理を食べた覚えはない。だからもちろん美味しいと言った覚えも──。


    　まあとにかく、今日食べられるわけで、ちょっと期待をしながら、蓋ふたを開いてみると──。


    「あ」


    　京夜は声をあげて固まった。


    　弁当箱のなかに詰まっていたのは、すべてお菓子だった。そういえば部室で食べたときに、言った言った。おいしいってそう言った。


    「あら美味しそうなクッキーですこと」


    　横よこ溝みぞと話していたはずの倉くら橋はしさんが、ぎゅんとロックオンする勢いで顔を振り向けてくる。


    「ま。頑張れよ」


    　新城君がさっさと引き上げていった。手伝うつもりはないという意思表示。


    　お弁当箱いっぱいのお菓子は、男の子にはちょっとばかり多くて──倉橋さんに半分ほど食べてもらった。ていうか略りやく奪だつしていってもらった。
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     綺羅々くる
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    　いつもの昼過ぎ。いつもの教室。


    　例によって横よこ溝みぞと差し向かいになって、してもしなくてもいいような薄うすい会話をしながら、弁当箱の中身を片付けていると──。


    「きらら。きたよ。」


    　聞き間違えようのない声が戸のところから聞こえてきて、京きよう夜やは慌あわてた。


    　このところ、部長、紫し音おんさん、恵めぐみちゃんと、たてつづけに皆がやってきた。しかしなぜ綺き羅ら々らさんまでやってくるのか。綺羅々さんには部室以外で出会ったこともないのだが。


    「ちょ──なんできたんですか」


    　女子もしくは男子に見つけられてしまう前に、京夜は綺羅々さんのもとに素す早ばやく駆かけた。


    「まお。いった。おまえもいけ。」


    「あーはいはいわかりました。〝部活動の一いつ環かん〟というやつですね」


    　ＧグツＪジヨ部ぶの活動内容というものを、京夜はいまだにハッキリ教えてもらってはいないのだが、なにか「面白いこと」をやるか探してくる部なのだと、そう思うようになってきていた。


    「ところでうちの部の活動って、〝おもしろいことをする部〟でいいんでしょうか?」


    　綺羅々さんなら教えてくれるんじゃないかと思って、そう訊きいてみたら──。


    「きらら。しらない。」


    　あっさりそう答えられてしまった。


    　膝ひざから力が抜けた。立っているのに苦労した。知らない人からは聞き出しようがない。


    「なーなーなー。四しノの宮みやー。そのおねーさん、誰だれよ?」


    　横から響ひびいた声に顔を向けると、新しん城じよう君が立っていた。


    「しまった」


    　見つかってしまった。インターセプトしたのだから、廊ろう下かにでも連れ出しておけばよかった。


    「こら四ノ宮。おまえいま〝しまった〟とか言ったろ」


    「ええっ。そんなこと言ってないですよ。新城君は目が早いなぁって思っただけで」


    「いいから紹介しろよ。その美人さん」


    「きらら。びじん?」


    　綺羅々さんは小こ首くびを傾かしげる。右を見て左を見て、なにかを捜す仕し草ぐさをする。


    「びじん。って。なに?　たべるもの?」


    　辞書を捜していたようだ。綺羅々さんはよく知らない言葉がある。日本語は勉強中。しょっちゅう辞書を引いている。ちなみに得とく意いなのは英語と猫語だ。


    「このおねーさんは、どんなひと?　なにができるひと?」


    　新しん城じよう君の目は興味津しん々しんだった。ＧグツＪジヨ部ぶの人間が来たら変なことをするものと思いこんでいる。


    「キララは、ええっと……」


    　と京きよう夜やは本人を見た。


    「きらら。つよい?」


    　彼女はそう言った。たしかにそうかも。綺き羅ら々らさんはすごい力持ちで──。


    「強いって、どんくらい?　たとえば?　ビルとかキック一発で壊せるっすか?」


    「それは。むり。」


    　ボケてみせた新城君に、綺羅々さんは、突つっこむかわりに真ま面じ目めな答えを返している。


    「じゃあ自動車を鉄の塊かたまりに丸めるとか?」


    「それも。むり。……かもしれない。」


    　そう答える綺羅々さんは、ちょっと困った顔になっている。


    「かもしれないっていうのは?　それはやったらできるかもしれないっていう意味っすか?」


    　新城君のボケはどこまでも続く。


    「じゃあほかには?　マッハの速度で走れるとか?」


    「あのですね新城君。からかうのはやめてくださいよ」


    　京夜は割って入った。


    「いやべつにからかってねえけど?　マジメだけど?　強いっていうから、それはいったいどのくらいのレンジの話なのかと──」


    「人類を軽く越えちゃうようなとこからスタートしないでください。まずそのあたりからはじめるような人たちは、高校なんて通ってないで世界の一つ二つ救っててくださいよ」


    　ボケてるのか真面目なのかわからないクラスメートを相手に、京夜が綺羅々さんをかばうため、めずらしくも果か敢かんに戦っていると──。


    「きらら。とぶよ。」


    　綺羅々さんが言った。その場でジャンプして──天てん井じように軽々とタッチしてくる。


    「おー!」


    　ぱちぱちと新城君が拍はく手しゆする。京夜もびっくりしていた。いま一メートルくらい跳とんでいた。


    　気をよくしたのか、綺羅々さんはにこりと微ほほ笑えみを浮かべる。


    「もっと。とぶよ。」


    　前よりも、さらに高く跳び上がって──。天井に頭をぶつけた。どかんと音がして、ぱらぱらと埃ほこりが落ちてくる。


    　綺羅々さんは、頭を抱かかえてうずくまっていた。


    「あたま。いたい。」


    　天井を見上げると、そこには丸いへこみがハッキリと残っていた。


    　名めい物ぶつになって語り継つがれそうだなと、京夜はどこか他た人にん事ごとのように考えていた。
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     クラッシャー真央
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　でも今日の京きよう夜やは、いつもと違って、ちょっと誇ほこらしい気分でいた。


    「新しい携帯なんですよー」


    　新しん調ちようしたばかりの携帯をテーブルに置いて、皆に見せる。


    「ほほう」


    　まず部長が興味を示してくれた。


    　携帯は液えき晶しように貼はられた保護シールも残されたままだった。そのピカピカの真新しい新品を手に取ると、部長は──。


    　ぺりり、と保護シールを剥はがした。


    「あー!」


    　京夜は叫さけび声をあげた。


    「なんてことするんですかー!」


    　魂たましいの叫びにも、部長はまったく動どう揺ようせず──。外側のサブ画面のほうの保護シートまで、容よう赦しやなく剥がしていってしまう。


    「はいよ」


    　返へん却きやくされてきた携帯を手に持ちながら、京夜はぷるぷると震ふるえていた。


    「はいよ。じゃないですよー」


    　平和的敗はい北ぼく主義者といえども、戦うべきときがある。たとえばいまがその時だ。


    　京夜の戦いのオーラに気づいたか、部長が不ふ敵てきに笑った。


    　まず腕を組む。つぎに脚あしを高々と組み替える。顎あごを持ちあげぎみにして、重々しい声で発言する。


    「いいかキョロ──。この世には、二種類の人間がいる。保護シートを剥がされる側がわの人間と、剥がす側の人間とだ」


    「ぜんぜんわけがわかりませんけど。とりあえず部長が〝剥がす側〟の人間だということはよくわかりました」


    　京夜はまず静かにそう返した。それから両手を振りあげて──。


    「でも他ひ人との剥がすことはないじゃないですかー!」


    　これは恵めぐみちゃんから学んだ怒りのポーズだ。天てん使しのように穏おだやかな恵ちゃんだが、たまに怒るときにこんなポーズを取る。そうすると「ああ恵ちゃん怒ってる」とまわりにも伝わる。


    　自分はいま怒っているわけで──。だから「僕はいま怒っているんですよ」とアピールするために、そうしたポーズを取ったわけで──。


    　とか考えちゃっている時点で、じつはだいぶ冷静になってきている。たまに部長みたいな人に憧あこがれる。怒ったとき、もうその瞬間に噛かみついちゃっているような人に──。


    「私がこの世でただひとつ我が慢まんならんのは──。保護シールを貼はったまま平気でいるやつだ」


    　腕組みのまま、部長は重々しくそう言った。


    「部長は我慢ならないことたくさんあるじゃないですか」


    「一つ目はニーチェで、二つ目はハートマン先任軍曹かな。二人とも偉い大だいな哲学者でね」


    　紫し音おんさんが話に入ってきた。文庫本を手に、眼鏡めがね越しの目がユーモアに輝いている。


    　部長に対して怒っていただけなのだが、紫音さんまで巻きこんでしまったようである。ちょっと怒りすぎてしまったかなと、京きよう夜やは反省した。


    「真ま央おはデストロイヤー真央と言われていてね。──まあ天てん災さいみたいなものだね」


    　さすがに部長とのつきあい歴の長い紫音さん。うまい落としどころを用意してくれた。京夜はそれに乗ることにした。覆ふく水すい盆ぼんに返らずというし。剥はがれたシートは元に戻らないのだし。納なつ得とくと妥だ協きようのバランス点を素す早ばやく見つけて、諦あきらめるのがいちばんだ。平和的敗はい北ぼく主義者に、それがいちばん合っている。


    「まあたしかに……、地じ震しん、雷かみなり、火か事じ、部長、といいますからね」


    　人は大自然の脅きよう威いに逆らうことができない。〝大自然〟の行おこないに文もん句くを言ってもはじまらない。必要なのは、すぐに気持ちを切り替えるポジティブシンキングだ。


    「私は雷様かなにかか」


    「虎とら縞じまビキニで太たい鼓こ叩たたいて雷落とすんですよきっと」


    「ふうん」


    　部長は腕組みをしたまま、うなずいた。部長の脳のう裏りにどんな脳内ビジョンが浮かんだのかはわからない。でも気に入ったらしい。やっぱり部長の感性はちょっと変だ。


    　喧けん嘩かは終わり。これでもう仲直り。


    　ただし京夜は心に決めていた。もう二度と部長の前に保護シールを貼ったままの物ぶつ体たいを出さない。ぜったいやんない。


    　この件はこれまで。──と、京夜がそう納得したところで。


    「直りましたー」


    　と恵めぐみちゃんがそう言った。


    　その手には京夜の携帯。剥がされた保護シートが、セロハンテープで貼りつけられていた。


    「ちがう!　オマエはぜんぜんわかってない!」


    「意味ないですよ!」


    　京夜は部長と二人で意い気き投とう合ごうした。腕を振りあげて恵ちゃんに叫さけぶ。


    　恵ちゃんは指先を合わせて、にこにこと微ほほ笑えみ返してきた。


    「二人とも仲いいですねー」
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     京夜不在
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    「キョロがいないな。あいつどうしたんだ?」


    「今日は用事があると聞いているけど」


    「用事ってなんだよ?　それは部室に来てわたしらとダベる以上に重要なことなのか?」


    「さあ。プライベートにあまり踏みこむのは良くないと思って訊きかなかったけど」


    「使えんやつ。役に立たん。まったくだめだ。話にならん」


    「すまない」


    「たいへんですお姉ちゃん!　四しノの宮みや君がいないと──」


    「いないと?」


    「──お茶を飲んでくれる人がいないじゃないですかー」


    「注つげよ。飲むから」


    「四ノ宮君のぶんも飲んでくださいねー。お姉ちゃん」


    「おまえそういうとこ何なに気げに鬼おにだよな。飲むけど」


    「綺き羅ら々らもお茶どうぞー。今日のお茶は、なんだかわかりますかー?」


    「これは。あっさむ。」


    「あたり。あたりです。すごいです。一発です」


    「綺羅々の超嗅きゆう覚かくにしてみれば、簡単なことだろうね。こんどワインのテイスティングでもしてもらおうかな」


    「ばか。おまえ忘れたのか。あの惨さん劇げきを。それにここは日本だぞ」


    「あ……」


    「なあ──、おいキララ。おまえもキョロいないと寂さびしかったりするん?」


    「あっ──!　お姉ちゃんいま〝も〟っていいました。〝も〟──って」


    「きょろ。いないの?」


    「なんだおまえいまごろ気づいたのかよ。肉ばっか食ってるからだぞ」


    「おにくは。だいじ。」


    「取らねーっての」


    「しっかりたべる。じょうぶつ。よろしく。なむなむなむ。」


    「いやお前の宗教なんてきいてないし」


    「きょろ。げんきわるい?」


    「ああ。別に病気とかじゃないみたいだよ。妹さんに頼まれたらしくて──」


    「あいつ妹いたのか!　──てかさっき知らないってシイ言ったじゃん!　おまえはウソツキか!　ウソをついたのか!　わたしを騙だましてほくそ笑えんでいたりするのか!」


    「いまメールして訊きいてみたけど。古い携帯を妹君ぎみに譲ゆずるので一緒にショップへ──」


    「貸せ!　──おいキョロおまえいますぐ部室に来い!　三秒以内だ!」


    「真ま央お。それは音声通話じゃないから話しても聞こえないと思う」


    「なら──わたしが退たい屈くつしているとそう打て!」


    「お姉ちゃん携帯打つの苦手ですよねー」


    「あんなもんチマチマ打ってられっかー!　〝おまえ〟と打つのに十回も押してられっかー!」


    「ええと……。真央の相手は私がしているから、ゆっくりしてきて、いいんだよ……と。送信」


    「おいこら人の話聞いてねーだろおまえ」


    「最近キョロ君を見習うことにしてね。彼のスルー能力は本当に素す晴ばらしい。人類の中でも上から数えたほうが早いくらいではなかろうか。あれは天性の才能だね」


    「シイおまえ。ひとりでいい子ちゃんしてるな。わたしは悪わる者ものか」


    「どちらかというと怪かい獣じゆうではないかな」


    「妹さんって、どんな方ですか、こんど部室に、こっそり、連れて来ちゃったりしませんか?……と。送信っと」


    「おまえそれ文字より絵文字のほうが多くなくなくね?」


    「そんなことないですよー」


    「いや文字より絵文字のほうが三倍くらい多いだろ?」


    「かわいいですよー」


    「そういえばキョロ君の妹君は可愛かわいいそうだね」


    「妹キャラは一人で充分だ!　二人はいらん!」


    「真央。小学生の彼女と張り合うのはそれは高校生としてどうかと思う」


    「お姉ちゃんって妹キャラなんですか?」


    「そのつもりらしいね」


    「おまえら妹、妹、言うがな。リアル妹っていうのはなー、年をとるものなんだぞ?　かわいいのはほんの一瞬なのだ。わかってるのか?　すぐに背せ丈たけで追い越してゆくのだあいつらは!」


    「まだ聖せい羅ら、お姉ちゃんとおんなじですよ」


    「いーや!　やつのがもう一ミリ高い!　だがまだまだ勝負はここからだ!」


    「真央の家での特とく殊しゆ事情はおいておくとして──。いいな。妹。欲しいな。誰だれか廊ろう下かを通りがからないだろうか。そうしたら我が部の伝統に基もとづいて──」


    「だめだめ。みんな警けい戒かいしてるって。一階に迂う回かいして回られてる。迂う闊かつに通りがかるのはキョロくらいなもんだ」


    「きょろ。くるって。ようじ。おわり。」


    「おまえ。なにげにオイシイとこ持ってくな」


    （京夜不在のため、音声のみ）
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     ヒロイン七つの大罪
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    「このあいだ読んだ漫画におもしろいことが書いてあったんですよー」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　今日はめずらしく、京きよう夜やから話題を振っていた。


    「ほほう」


    　枝えだ毛げを探すのをやめて、部長が顔を持ちあげてくる。


    「『神のみぞ知るセカイ』って漫画なんですけどー。なんでも〝ヒロイン七つの大たい罪ざい〟というのがあるらしいです。ヒロインが犯おかしてはならない七つの罪があるとかで──」


    「現実と二次元を一緒にするな!」


    　と、いきなり部長にどかっと蹴けられた。


    「なんでいきなり蹴るんですかー。だからどう、とか、まだなにも言ってませんよー」


    「どうせ失礼なことを言うに決まってる。──なぜならおまえは失礼なやつだからだ」


    　毛先を突つきつけ、部長はびしりと言ってきた。


    「僕はただ、部長は一、二個確実ですねって、そう言おうとしただけで──痛い痛い痛いです部長」


    　がじがじと噛かまれた。今日も部長の犬けん歯しはよく尖とがっていた。


    「ちょっと興味あるかな」


    　紫し音おんさんの声が聞こえた。椅い子すを引きずり、紫音さんは一メートルばかり近くに越してきた。


    「え?　いやそんなたいした話でも──」


    「話せ」


    　椅子にふんぞり返って部長が言った。腕組みをして、脚あしを高く高く組み替える。


    　京夜は覚悟した。暇ひまつぶしの話題提供のつもりが、なんか皆のボタンを押してしまったらしい。いまさらやめますとかは、たぶん絶対に通らない。


    「ええと……、なんでしたっけ。たしか……。傲ごう慢まん、憤ふん怒ぬ、怠たい惰だ、強ごう欲よく、暴ぼう食しよく、色しき欲よく──、の六つだったと思います」


    「七つないじゃん。六つじゃん」


    「嫉しつ妬とはいいみたいですよ」


    　部長は隣となりの紫音さんと、こしょこしょと小声で密みつ談だんしていた。眉まゆが引き寄せられ、二人ともどんどんカオが難しくなってゆく。


    「そ、それはキリスト教における七つの罪ざい源げんと、ど、どう違うのかな?」


    「そ……、その七つの罪を犯すと、ど、どうなるんだ?」


    　二人に質問を浴あびせられる。二人ともなんだか怖がっているような顔だ。


    「さあ。ヒロイン失格になっちゃうんじゃないでしょうか」


    「し、失格すると、どうなるんだ、それは?」


    「さあ。嫌きらわれちゃうんじゃないんでしょうか。漫画とかゲームとかラノベでの話でしたから。たぶん主人公に」


    「く、詳くわしく説明しろ。その嫉しつ妬とを除のぞいた六つに関して」


    「傲ごう慢まんってのはエラそうってことです」


    「真ま央おだ」


    「ち、ちがう!」


    　紫し音おんさんが指し摘てきする。部長が否定する。京きよう夜やは先を続けた。


    「憤ふん怒ぬってのは怒りんぼってことで」


    「これも真央だ」


    「ち、ちがう!」


    　二人はまた同じやりとりをしていたが、かまわずどんどんいく。


    「怠たい惰だってのはものぐさとか。お風ふ呂ろ入らないで不ふ潔けつってことじゃないでしょうか」


    「これは……、大丈夫だな」


    「もちろん毎日入っているとも。必要があれば証明することも可能だ」


    「強ごう欲よくはブランド品とか欲しがったりするんですかね?」


    「そんなに持ってないぞ」


    「いやあれは私が買ったのではなくて兄ニー兄ニーズが──」


    「暴ぼう食しよくは大食いのことらしいです」


    「綺き羅ら々らだ!」


    　部長が叫さけぶ。ソファーにいた綺羅々さんが、名前を呼ばれて、こちらを向いた。何なに事ごともないと納なつ得とくするまでこちらを見続けていて──それから食事に戻っていった。


    「色しき欲よくはエロいってことらしいです」


    「チューは禁止だ!　この件に関して私は無罪を主張する!」


    「いやあれはちがうんだ──」


    「……と。以上で全部です。というわけで、なにひとつ該がい当とうしなかったのは恵めぐみちゃんだけってことでいいでしょうか?　検けん討とう委員会の皆さま?」


    「あいつがヒロインだったか!」


    　膝ひざを叩たたいて、部長が言った。


    　お茶の用意をしていた恵ちゃんが、きょとんとした顔でこちらを向いた。自分の顔を指差して首を傾かしげている。


    「だから現実と二次元を一緒にするのやめましょうよ～」


    　京夜は苦く笑しようしながら、そう言った。
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     ラムネ
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    　九月に入ったのにまだ残暑を感じる、とある一日──。


    　学校からの帰り道を皆で歩いていた。セミの声がどこか遠くから聞こえてくる。今年最後のセミかと思うと、もの悲しくもあった。


    「あれ飲んでこーぜ」


    　先頭を歩いていた部長が、急にそんなことを言った。


    「なんですか?」


    　訊きくと、部長は顎あごをついっと横に振ってみせた。その先にあったのは──。「ラムネ」と書かれたノボリであった。しまい忘れられた夏の風ふう物ぶつだ。


    　いま気づいたが、ちょうど駄だ菓が子し屋の前に立っていた。


    「ああ。いいですね」


    　京きよう夜やは言った。すでに動き出している部長のあとについてゆく。


    「オバちゃーん。ラムネくれー」


    　雑然とした店内に、部長を先頭にして皆で入ってゆく。


    　店内には所ところ狭せましとお菓子やオモチャが並べられていた。一部は天てん井じようからびろーんと吊つり下げられていたりする。昭しよう和わあたりから時間が停とまっている店内を、物珍しげな視線でキョロキョロと見回しているのは──まず紫し音おんさん。それから恵めぐみちゃん。


    「こういう場所は、初めてですか?」


    　京夜は訊いた。上を見上げていた紫音さんが、びくりと驚いて、それからこくこくと、首の仕し草ぐさだけで返してきた。


    「きらら。あるよ。」


    「ああ。このあいだアイス食べたの、ここでしたっけ」


    「あいす。あたった。きょろ。すごい。」


    「ここってすごいですー。なんだか宝物がいっぱいですー」


    　恵ちゃんは女の子向けオモチャでしきりに感心していた。京夜はちょっと得とく意いな気分になる。


    「なんだおまえのシマだったか?　──キョロ」


    「部長って、ここよく来るんですか?」


    「小学生のときから来てるぞ」


    「あれれ?　じゃあひょっとしてニアミスしてるかもしれないわけですね」


    「覚えてないとしたら、それはすべておまえの責任だな。印象薄うすいからな。おまえは」


    「僕のほうも覚えてないですねー。そんなちっちゃい子って、いたかなぁ?」


    「真ま央おは大きかったんだ。小学四年の時までは」


    　紫し音おんさんが遠い目をして、そう言った。


    「そういえば、いやに大きなお姉さんがいたような気も……。あれって部長だったんですか?」


    「知らね。──オバちゃーん、ラムネもらうぞー」


    　店の奥に声を投げ、部長は冷蔵庫を勝かつ手てに開いてラムネの瓶びんを取りだしている。


    　オバちゃんはぜんぜん奥から出てこない。まあ駄だ菓が子し屋というのは、そういうもの。


    　京きよう夜やも冷蔵庫に手を入れた。勝手に出したラムネを皆に一本ずつ配ってゆく。


    「これは……清せい涼りよう飲料水だな。ブドウ糖とう果糖液糖……サイダーの一種になるのかな?」


    　紫音さんが物珍しそうに瓶のラベルを見つめている。皆の見守る温かな視線に気がつくと、紫音さんは慌あわてて言ってきた。


    「最近コンビニエンス・ストアには何度か入っているんだ。炭たん酸さん飲料は……飲んだことはないが、今日ここで飲むわけだから、これで皆と同じだ。まったく平へい凡ぼんかつ普通だ」


    「お兄さんたちにプチ抵抗中なんですね」


    　かわいいなぁこのひと、とか思いつつ、京夜はそう言った。


    　京夜が皆と会話しているあいだに、部長はとっとと自分のぶんを開けにかかっている。


    　紫音さんが見守るなか、部長は手のひらを、キャップに勢いよく叩たたきつけて──。


    　ぽん──と、小こ気き味みいい音を響ひびかせる。


    「ま、真ま央お──っ!　噴ふいてる噴いてる!」


    「いいんだよこれで」


    　噴き出した泡あわが、ガラスの瓶と部長の手を伝って、ぽとぽとと垂たれていた。


    　だが部長は平然とした顔。泡の噴ふん出しゆつが収おさまってから、手をぴっと振って滴しずくを飛ばし、片手を腰にあて、瓶を口にあて──。おもむろに、ごくごくと喉のどを上下させる。


    　皆も部長の真ま似ねをして、ラムネを開けた。やっぱり同じように泡が噴き出た。悲ひ鳴めいがあがったり、歓かん声せいがあがったりした。


    「の……、飲めないのだが?」


    　不安そうな顔をして、紫音さんが訊きいてくる。皆は飲めているのに、自分だけうまく飲めずにいて──。その顔は京夜から見ると、ほとんど半泣きだった。


    「コツがあるんですよ。この中のビー玉をこっち側がわに寄せて──」


    　京夜は紫音さんの手から瓶を取りあげた。向きを百八十度ほど回転させてから返す。


    「飲める。飲めるぞ」


    　尊敬のまなざしが、こそばゆかった。


    「はいよ。おつり。二十マンエン」


    　ようやく出てきたオバちゃんが、部長から百円玉を受け取ってお釣つりを返していた。昭しよう和わ的センスが、ここではいまも生き残っているらしい。


    　残暑を感じる、とあるＧグツＪジヨ部ぶの一日は、平和かつ穏おん便びんに過ぎていった。
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     ボーイッシュ
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    「ボクっ子って、いますよね」


    「あん?」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　漫画本に目を落としながら、京きよう夜やは部長にそう訊きいた。今週発売の少年漫画雑誌を二冊、部長と京夜とで読んでいる。部長が読み終わるその瞬間に合わせてこちらも読み終えなければならなくて、それには大変なテクニックが必要で、たぶん人類のなかでも京夜くらいにしかできないことで──。


    　と、それはまあいいとして──。


    　おたがいが何ページも読み進めるくらいの時間が経たってから、京夜は続きを口にした。


    「──よく漫画の中で〝ボク〟って言ってる女の子いるじゃないですか」


    「そういやこのあいだ読んだ小説の……安全物のなかにもいたな。そーゆーの。──で、そのボクっ子がどーした?」


    「いやそういうの。現実にどれだけいるのかなー……?　って思いまして」


    「うちのクラスにはいねーな」


    「恵めぐみちゃんのところはどうですか?」


    　ずっと向かっていた漫画雑誌から京夜は顔をあげた。いつもの方向に顔を向けると、やっぱりお茶の用意をしていた恵ちゃんがすぐに見つかる。


    　恵ちゃんは一年生だが、クラスは違う。京夜の一年九組は名物クラスだが、隣となりの一年八組も結けつ構こうにぎやかなクラスだと聞いている。


    「さあー……。いないですねー?」


    　ティースプーンでお茶っぱを計りつつ、恵ちゃんが小こ首くびを傾かしげる。


    　恵ちゃんはいきなり話を振っても平気な娘こだ。他のことをしていても、いつも話を聞いてくれている。


    「うちのクラスにはじつは一人だけいるんですけど。そうすると三クラスの女子で一人だから、存在比は……えーと、五十四分の一くらいですか」


    「おまえはやっぱ失礼なやつだな」


    「え?　え?　なんでですか?」


    「女子の価値をレア度で計るとは。発想がそこらのオヤジと一緒だな。むごいな」


    「え?　え?　え?　いけないことなんですか。じゃあやめます」


    　京夜が瞬間的に悔くい改あらためたところで──。部長はなにかを思い出した顔になる。


    「ああそういえば。うちにも──このＧグツＪジヨ部ぶにも、一人いたっけな」


    「え?　なにがですか?　誰だれがですか?　ボクっ子ですか?　──キララさんが?」


    「なんでキララなんだよ。キララのやつは。〝おっす。おら。きらら。〟って言ってるじゃん」


    「いえ〝おっす〟とか〝おら〟とかは言わないと思いますが。──まあそうですね」


    「ん……。おほん」


    　そこで紫し音おんさんが咳せき払ばらい。パソコンに向かってチェスの対戦中だったので声を掛けずにいたのだが、背中とその黒髪で、ずっと話は聞いていたらしい。


    「あれ?　ひょっとして、紫音さん……なんですか?」


    「こいつ。子供のときはボクっ子だったぞ」


    　紫音さんはパソコンの前を離れると、すすすーと、丸テーブルにやってきた。画面には勝敗結果が残っている。例の「世界統一王者World Union Championさん」は今日もズタボロに負けている。


    「性別というものに関心がなくてね」


    　と紫音さんは話しはじめた。


    「自分が女性であるということも、長いこと知らなかったんだ。ほら──まわりが兄ニー兄ニーズたちばかりだったろう?　だから自分も同じ種類の生き物だと思っていて」


    　と言われても、京きよう夜やは兄ニー兄ニーズの誰だれ一人として会ったことはないのだが。


    「真ま央おと出会ったときかな。性別というものを意識したのは。このフワフワした生き物はなんなのだろうと、興味が湧わいて……」


    「あー。部長の髪、ふわふわしてますからねー」


    　部長はぷいっとそっぽを向いている。京夜は紫音さんと二人で微ほほ笑えみを交かわした。


    「髪を伸ばしたのも、自分が女性だと気づいてからなんだ。まず形から入ってみようと思って」


    　紫音さんは長い黒髪を片手でかきあげた。


    　はらはらと流れ落ちるその綺き麗れいな髪に、思わず見入ってしまって──京夜は、ちょっと気恥ずかしくなって、部長みたいにそっぽを向いた。


    「そっ……、その頃の紫音さんに、いっぺん会ってみたかったですね」


    「うん?　会ってみるかい?」


    　紫音さんは髪をまとめにかかった。ボールペンを一本手に取り、とすっと挿さす。前から見るとショートカットっぽく変身する。表情もなんだかキリリとさせて──。


    「ボクの名前は皇すめらぎ紫音。キミの名前は?」


    「えっ。はい。あのっ。四しノの宮みや京夜って……いいます」


    「そうか。ボクと友達になってくれないかな」


    「はい。あのっ。いいです……けど」


    　なぜか赤くなって、京夜はうつむいた。


    　紫音さんの名みよう字じを初めて知ったことと、あと、昔のボクっ子に出会ってしまったことが、なんだかとっても嬉うれしくて、そして気恥ずかしかった。
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     森さんくる
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    「ごめんくださいませ。こちらＧグツＪジヨ部ぶの部室でしょうか」


    　涼すずやかな声が戸口から響ひびく。


    　椅い子すから腰をあげた京きよう夜やは、そこに立つメイドさんに、ぱちくりとまばたきを繰り返した。


    「天あま使つか家の侍じ従じゆうを務めております。森もりと申します」


    　長身の女性が、深々と頭を下げてくる。


    「あっ。はい。あの──はい。こちらこそ。よろしくお願いします」


    「恵めぐみお嬢様は、こちらにいらっしゃいますでしょうか」


    　コスプレなどではない。本場の本職のメイドさん。黒のロングスカートで一いち分ぶの隙すきもない。


    「あの。どうかされましたか?」


    「あっ。はい。あっ──恵ちゃんですね」


    　ぼうっとなっていた京夜は、問いかけられて正しよう気きに返った。


    　天使家で働くこの女のひととは、以前顔を合わせたことはあるが、話をしたのはいまが初めてだ。前に合宿から帰ってきた日に、部長と恵ちゃんを迎えにやって来ていたのが、たぶんこの女ひ性とだ。あのときにはカッコいいスーツ姿だったけども──。


    「あれー?　ええと。さっきまでいたんですけど……。どこかな」


    　お茶の用意をしていたはずの恵ちゃんの姿がない。ケトルだけがことこと湯気をあげている。


    　部長や紫し音おんさん、綺き羅ら々らさんの姿さえ消えている。


    「お預あずかりいただけますか。恵お嬢様へのお届けものです」


    　彼女──森さんから、小さな紙袋を手渡される。


    「それでは。わたくしは、これで」


    「あの──」


    　深々と礼をして立ち去ろうとするメイドさんを、京夜は呼び止とめた。


    「一回だけ」


    　と、意を決して、そう口にする。コスプレではない〝本物〟のメイドさんを前にして、言っておかなければならない一言がある。一人の男子として──というほど男子の自覚はないのだが──言っておかねば、きっと後悔するであろう一言だ。


    「くるっと回ってもらえます?」


    「こうですか」


    　メイドさんはくるっと回ってくれた。ロングのスカートがくるりと広がり、足あし元もとにブーツがちらりと垣かい間ま見えた。ほわーと、京夜は幸せになった。満足しきった。ありがとうございますありがとうございますと拝おがむようにつぶやきつつ、メイドさんを送り出そうとすると──。


    　どかっ──と、容よう赦しやない蹴りが後ろからやってきた。最初の一発に続いて、がこっ、げしっ、ずどっ──と、もう三回、蹴けりが続く。


    　京きよう夜やは前のめりに倒れた。廊ろう下かの床ゆかとオトモダチになった。


    「隠れて見てりゃぁ──なに人んちのお姉さん口く説どいてんだオマエはよ」


    　部長の声がした。怒るを通り越えて、うすらさむいほどの声である。


    　恵めぐみちゃんや紫し音おんさんや綺き羅ら々らさんたちも、いたずらっぽい顔で戸口の脇わきから顔を出してくる。


    「誤ご解かいですよ。僕はただクラスメートの男子たちに代わって、男子一生の夢を──ていうか、なんで隠れて見てるんですか」


    「それはオマエが森もりさん相手にどれほど愉ゆ快かいにキョドるか観察しようと──てか、なにが夢だ。どんな夢だ。一ミリだって理解できんぞ」


    「本物のメイドさんですよ?　くるっと回ってもらわなかったら成じよう仏ぶつできないじゃないですか」


    「よしじゃあもう見たから満足だな。成仏するんだな。よーし成仏させてやろう」


    　部長はそう言って、ニーソックスを左右順番に引き上げてゆく。蹴る気マンマンだ。


    「ところでさっき僕、四回蹴られた気がするんですけど。一回目は部長として、二回目と三回目と四回目はいったい誰だれが──ああぜんぶ四回とも部長ですね。そうだって言ってくださいよ」


    　くすくすと笑い声が響ひびく。京夜は部長との言い合いを中断して、そちらを向いた。


    「──お嬢様たちから聞かされていた通りの方ですね。四しノの宮みや様は」


    　目め尻じりに涙さえ浮かべて笑っていた彼女だが、すぐにきりっとクールなメイドさんに立ち返る。


    「え?　ええっ?　ええーっ……部長、いったいどんなふうに話してたんですか?」


    「あー。森さん。ありがとうございますー。わたし、忘れてきちゃってー」


    　恵ちゃんが紙袋を受け取っている。京夜の手にあった紙袋は蹴られたときに宙ちゆうを舞っていた。


    「この葉っぱって、日本では、うちでしか手に入らないんですよねー」


    　恵ちゃんはそう言って紅茶の用意にとりかかる。これまで気軽にかぽかぽ飲んでいたお茶は、ひょっとして、ものすごく貴き重ちようなものだったのではあるまいか──。


    「それでは失礼いたします」


    　こんどこそ本当に森さんが立ち去る。しばらくして、校庭側がわの開け放たれた窓を通じて──。


    　ドッドッドッドッ、という、心臓のリズムで響く低くて重たいエンジン音が聞こえてきた。


    「なんだ森さん。愛車で来てたのか」


    　部長がつぶやく。


    「愛車?」


    「森さんのばいく。──〝晴れ〟っていうんですよー」


    「晴れ?　ああハーレーですね」


    　京夜は言った。だが首を傾かしげる。彼女はロングスカートで来ていたはずだ。それでバイク?


    　天あま使つか家の侍じ従じゆうもしくはメイドさんは、謎なぞ多きひとのようだった。
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     文化祭近づく１
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    「いらっしゃいませー。ご主人さまー」


    　いつものように部室にやってきた京きよう夜やは、そんな声によって出迎えられた。


    「な……、な、なにそれ?」


    　入り口のところに突っ立ったまま、部室の中に入ることもできず、京夜は呆ぼう然ぜんと訊きき返した。


    　かわいいメイドさんがティーポットを手に立っている。


    　恵めぐみちゃんだった。


    「これですか?」


    　恵ちゃんはティーポットをテーブルに置くと、黒いスカートの裾すそをつまみ上げた。


    　後ろ足をとんと床ゆかについて、かわいらしく優ゆう雅がに一礼する。


    「うちのクラスの去年の出し物でね。話をしていたら、恵君がぜひ着てみたいというもので、借りてきてみたんだけど」


    「ああ……、そういえば、そろそろ文化祭の季節でしたっけ……」


    　紫し音おんさんの説明に京夜は納なつ得とくした。


    　たしかにもう九月。夏休みが終わって二学期がはじまっていた。文化祭もそろそろという時期だ。京夜のクラスも出し物をなににするのかで大おお騒さわぎになっている。


    「おまえ。いつまでそこに立ってんの?」


    「え……、あっ……、はい」


    　部長に言われて、慌あわてて部室の中に入った。戸もきちんと閉める。


    「紅茶はいかがですか?　ご主人さま」


    「あの……、や、やめて……それ。ご主人さまっていうそれ……」


    「えー?　なんでですかご主人さま?」


    　恵ちゃんはおどけたようにそう言った。わざとやっているのかも。このあいだ実物のメイドさんを目もく撃げきはしたが、お仕つかえされてしまうのは、また別種の体験だ。ところでこのあいだ森もりさんが来たことと、今日恵ちゃんがメイドさんなのと、なにか関係があるのだろうか……?


    　くくくっと部長が椅い子すの上で腹を抱かかえている。京夜の動どう揺ようが今日も楽しまれている。


    　部長がご機き嫌げんなのはよいことのはずだが──しかし、なんとも居心地が悪かった。


    「今日のお茶うけはパウンドケーキなんです。ご主人さま」


    　恵ちゃんが小切りにしたカステラみたいな洋菓子を出してくれる。ケーキと名前が付いてはいるが、クリームとかは全然のっていなくて、プレーンな味の焼き菓子だった。


    　甘すぎるものはあまり得とく意いではない京夜だが……。このケーキならおいしく頂ける。


    「これ甘すぎないからおいしいです」


    　京きよう夜やはケーキを口に運びながら、そう言った。


    　メイドさんがいる光景にもすこしだけ慣れてきて、平へい常じよう心しんを装よそおうことができる。


    「知ってますか?　パウンドケーキって、小麦粉と卵と、お砂糖とバターを、それぞれ一パウンドずつ使うんですよ」


    「パウンドとはポンドのことだね。ヤード・ポンド法で言うところの重さの単位で、およそ四五三・六グラムかな」


    　自分の口くち元もとにケーキを運びつつ、紫し音おんさんが説明してくれる。彼女の飲んでいるのはコーヒーだ。兄ニー兄ニーズの誰だれかがコーヒーのマイスターで、飲んであげないと涙が大たい海かいを作るそうだ。


    「つまり四分の一は砂糖でできてるっつーコトだ」


    　部長がぼそっとそう言う。京夜は手にしたケーキを思わず、まじまじと見つめてしまった。


    「そしてカロリーを計算すると──」


    「紫音さん!　──それは言わない約束です」


    　めずらしく恵めぐみちゃんが声を荒あららげてそう言った。しいーっと、指を一本立てて唇くちびるにあてる。


    　恵ちゃんもカロリー気にしたりするんだ。


    　その新発見を、京夜は胸にしまった。


    「……だけどなんでメイドさんなんですか?」


    「おまえさっきもそれ聞いたろ」


    「え?　そうでしたっけ?　すいません。見とれてたみたいです」


    　京夜は素直にそう言った。見とれていたのは本当だし。話の内容を覚えていないのも本当だ。


    「去年の私のクラスの文化祭の出し物でね。恵君に似合うんじゃないかという話になって、借りてきたわけだけど……。そんなに気に入ったのかな?　キョロ君は?」


    「いえ。あのその」


    　京夜はどぎまぎした。たしかに意外性があって気になりはしたけど……。いやべつに意外じゃないか。恵ちゃんの場合にはハマりすぎだった。


    「あれ?　だけど紫音さんのクラスの出し物がメイド喫きつ茶さだったとすると──」


    　京夜は重大なことに気がついた。気がついてしまった。


    「──それじゃ紫音さんも、メイドさんだったんですか!?」


    「それは見てみたいっていうリクエストかな?」


    「いえあのその……」


    　年上のお姉さんから謎なぞめいた微ほほ笑えみを投げかけられて──京夜はしどろもどろになった。


    　でも勇気を出して、言うことにする。ぶっちゃけ、すごく見てみたい!


    「はい。そうです」


    「じゃあ明日だね」


    　紫音さんはそう言った。明日見られることになった。やった!

  


  [image: ]



  
     文化祭近づく２
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    「お帰りなさいませ。ご主人様」


    　意を決して扉とびらを開くと、そんなふうな声で出迎えられた。


    　声のした方向には、あえて向かないでおいて──。京きよう夜やはまず大きく息を吸いこんだ。それから大いに期待する。


    　昨日の約束を、紫し音おんさんは果たしてくれたのだ。


    　正直ちょっと不安だった。家に帰ってからよくよく検けん討とうしてみれば──。紫音さんが「着てきてくれる」と言わなかったことに気づいてしまった。「じゃあ明日だね」と、紫音さんはそう言ったきりだ。


    　目が潰つぶれてしまうんじゃないかという恐れを抱いだきつつ──。


    　紫音さんのメイド姿を見ようと──。


    　京夜は体ごと、そちらに向いた。


    「あれえ?」


    　メイドさんは、そこにはいなかった。


    　かわりに立っていたのは──。


    「執しつ事じでね。私の衣い装しようは」


    　すらりとした立ち姿で、紫音さんは苦く笑しようしていた。


    　身に纏まとうのは執事さんの衣装。白いシャツに黒いベスト。そして黒いネクタイ。足あし元もとはスカートではなくて、やっぱり黒いスラックス。そして最後は手だ。素す手でではなくて白手袋に覆おおわれている。一いち分ぶの隙すきもなく執事さんである。


    「いやぁー。いい見み物ものだった」


    　と部長が言った。


    「だれか時間計ってねえか?　こいつ何十秒、突つっ立ってた?　どんだけ期待膨ふくらませてた?」


    「ひどいです」


    　京夜はようようのことで、そう言った。


    　このＧグツＪジヨ部ぶに入って、からかわれ続けて、鍛きたえられて、だいぶ耐たい性せいがついたつもりだったが、今日のこれはかなりこたえた。


    「おい執事。キョロ様はお疲れのご様よう子すだ。席に案内してさしあげろ」


    「ではご主人様。こちらへ──」


    　言われるまま、自分の席へと向かう。紫音さんが引いてくれた椅い子すに着席する。ご主人様呼ばわりも、いたれりつくせりのご奉ほう仕しも、なんだか非常にこそばゆい。


    　紫音さんは自分の席には座らず、テーブルの脇わきにさりげなく立っていた。席に座っている執事さんというのはどうにも想像しがたいので、そういうものなのかもしれない。


    「去年、紫し音おんさん大だい人にん気きだったんですよー。女の子に」


    　恵めぐみちゃんがそう言った。


    　そうだろうとも。京きよう夜やは大いに納なつ得とくした。男子よりもむしろ女子のほうが騒さわぎそうな感じだ。


    　今日の恵ちゃんはずっと椅い子すに座っていた。かわりに紫音さんが執しつ事じ的にお茶を淹いれてくれた。優ゆう雅がな手つきで皆のカップに注ついでいってくれる。味は──京夜の舌では違いがあるかどうか判別できない。紅茶のプロの恵ちゃんと同じ味が出ているような気がする。


    「ご主人様。今日の紅茶のお味はいかがでしょう?」


    「いや。あのその。……おいしいです」


    「恐れ入ります」


    　紅茶をちびちびすすりながら、このプレイはいつまで続くのだろうと、そんなことを思う。


    「ところで、シイ──おまえそれ似合ってるよな。コスプレとは思えん」


    「天あま使つか家には森もりさんがいるね。──あの人を見習ってみたのだけど」


    　紫音さんが素すに戻り、普段の口く調ちようで答えている。ようやく執事モードが解とけたようで、京夜はほっとした。


    「似てます似てます。カッコいいですー」


    「いいや。まだまだ甘いな。森さんやるなら、もっと怖くなんねーと」


    「よくお尻しりぶたれましたよねー。子供のとき」


    「わたしはこのあいだやられたが」


    　部長と恵ちゃんと紫音さんと、三人して盛りあがっている。


    　そういえば天使家には執事さんみたいな女の人がいたのだった。夏休みのど真ん中に合宿をやったとき、恵ちゃんと部長を新しん宿じゆくまで迎えに来ていた。そのときにちらりと見かけた。


    「うん。じゃあ頑張ってみよう。真ま央お。それではちょっとお尻を出してくれないか」


    「ば、ばかっ!」


    　部長が顔を赤くして言い返している。


    「ところで──。どうしたのかな?　さっきからキョロ君は。黙ってしまって」


    　三人の話に聞き入っていたら、紫音さんに急に言われた。


    「え?　あ?　いえあのその……」


    　京夜はどぎまぎとした。


    「ひょっとして怒ってしまったかな?　すまないね。昨日言っておけばよかったかな」


    「言う言う。コイツ。からかう気マンマンでいたクセに」


    「いえ。あの……。すいません。見とれてたみたいです」


    「コイツも言う言う。──てか昨日もメグに見とれてたっけなコイツ」


    　部長に呆あきれたように言われても、京夜はぼんやり男だん装そうの紫音さんを見ていた。
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    「うわっ!?」


    　いつもの放課後。いつものように部室の戸をがらりと開けて入っていった京きよう夜やは、そこに異い様ようなものを見て、思わず、驚きの声をあげてしまった。


    　でっかいハムスターがそこにいた。


    「ちゅう」


    　たっぷり十五秒くらい固まったあとで──。京夜はようやく再さい起き動どうした。


    「なんなんですか部長。いったいそれはなんですか」


    「ちゅう」


    　ハムスターの着ぐるみを着た部長が、また言った。いいや鳴いた。手でポーズも付ける。


    「私は部長ではなくハムスターだ。お帰りなさいませ飼い主さま。ちゅう」


    「ちゅうって鳴くのはそれネズミです。ハムスターはぜんぜん鳴きません。ケンカするときだけチチチチって鳴きます。まえに飼っていたから確かです。あと白茶のブチはゴールデンハムスターで、部長ならロボロフスキーかジャンガリアンだと思います。とにかく白茶はだめです」


    「だまれこの腐くされ専門家めが!　だれがダメ出しを頼んだよ!　おまえみたいなしかめっ面つらでケチつけるだけの腐れ専門家を相手にしているのではないのだ!　明るく朗ほがらかでカワイーと喜んでくれる純真な一般客を相手にしているのだ!」


    「どこに一般客がいるんですか」


    　京夜は部室を見回した。紫し音おんさんが文庫本に顔を埋うずめて、くくくくと苦しげに呻うめいていて、あとは綺き羅ら々らさんがもくもくとお肉を食べていて、恵めぐみちゃんはニコニコと微ほほ笑えましく紅茶の準備をしているだけだった。京夜が来たことでお茶の葉がさじ一杯分だけ増やされる。


    「まったく失礼なやつだ。おまえがどーしても見たいって言うから、着てきてやったのに!」


    　部長は唇くちびるを尖とがらせて、あっちを向いた。


    　ハムスターの格かつ好こうでやっているものだから、あんまり怖くない。怒った顔とコミカルな着ぐるみとのあいだにギャップがありすぎて、どうしても笑いを誘ってしまう。


    「あれ?　僕そんなこと言ってましたっけ?」


    「したろ。きのう。リクエスト」


    　昨日というのは、つまり──紫音さんのメイドさんを期待していたら、ガックリさせられた日のことだ。紫音さんがリクエストに応こたえてくれたと思いこんで、舞いあがってしまった日のことだ。


    「あれ……?」


    　からかわれた道筋をすべて思い出していってみるが、どうにも思いあたらない。部長にそんなこと言ったっけ?


    　完全記憶の持ち主である紫し音おんさんが、ようやく目め尻じりの涙を拭ぬぐい終えたところなので、目線で問いかけてみる。紫音さんは首を横に振って返してきた。「ノー」という答えをもらえたことで、京きよう夜やは確信できた。


    「ああ。そうでした。リクエストしました。部長のクラスの去年の出し物を見てみたいって頼みましたよ僕。わざわざ着てきてくれてありがとうございます。部長」


    「そだろ」


    　部長はこちらを向いた。その笑顔にほっとする。


    　ほんとうは部長の話なんて、昨日、まったく出ていない。でもそれはいま重要ではない。


    「部長のところはそれ着てなにやったんですか?」


    「き……」


    「き?」


    「着ぐるみ……、喫きつ茶さ」


    　悪あく事じでも白はく状じようするかのような顔で、部長はしぶしぶ言ってきた。


    「どんな喫茶ですかそれは」


    「うるさいな。お帰りなさい飼い主さまって、ゆーんだよ。ウサギ娘とか、猫娘とか、ハムスター娘とか、けもみみ系が客の前に座って、ごはん欲しいでチュー、お水ほしいニャン、とかゆーのだ。そして水とかビスケットとかを勝かつ手てに注文して、勝手に自分で飲み食いして、客に勘かん定じよう書しよを押しつけるのだ」


    「水商売ですね」


    「あれはだめだったな。なんでだろうな」


    「考えるまでもなくわかると思います」


    「でもセンセは何人かカモになってたぞ。ゼロのいっぱい付く勘定書に青くなってたぞ」


    「部長はさっき一般客を喜ばせようと言ってませんでしたか」


    「そうか。初しよ心しんが変わってしまっていたらそれはだめだな。なんでだろうな」


    「色々だめだと思います。いちばんだめなのは悪いこと考えていたせいだと思います」


    「でも着ぐるみ作るのは大変だったんだぞ。力作だぞ」


    「がんばりましたー」


    「ほら大変だったの恵めぐみちゃんじゃないですか」


    「そうか。ならだめだな」


    　部長はうなずき、しばらく考えてから──。


    「ハムスター飼って研究とかしなかったからダメだったのかな?　部室でハムスター飼うか」


    「一匹で充分ですよ──痛い痛い痛いまじ痛いです部長。わっやべ──痛い痛いホント痛い!」


    　今日もがじがじと噛かまれた。
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　すうすうと、寝ね息いきが聞こえてくる。


    　九月の涼すずしい風が吹き抜ける部室は、お昼寝日和びよりだった。


    　ソファーで部長が長くなっている。小さな体にはそこにはいつのまにかタオルケットが掛けられていて──。部長はその端はじをきゅっと握にぎりしめて、むにゃむにゃ言いながら、気持ちよさそうに夢の中をさまよっている。


    　綺き羅ら々らさんはソファーから追い出されてしまっていた。かわりに丸テーブルの部長の席に座っている。お肉を食べるかわりに読書をしている。愛読書はなぜか広こう辞じ苑えん。


    「部長が寝ていると、なんだか平和ですね」


    　京きよう夜やはしみじみとそう言った。平和がすてきだ。


    「真ま央おの辞書に平和は載のってないと思う。かわりに〝退たい屈くつ〟って書いてあるんじゃないかな」


    　紫し音おんさんがそう言う。二人して笑った。そして二人して口くち元もとを押さえ、しいーっとやりあった。声がちょっと大きかった。


    「綺羅々。お茶いかがですか」


    　恵めぐみちゃんがティーポットを手にやってくる。


    「ん。めぐ。おちゃ。」


    　すいっと出されたカップが紅あかい液体で満たされる。


    　ああ平和っていいなぁ。ほのぼのと、京夜が平和を満まん喫きつしていると──。


    「キョロ。たいくつ。」


    「はい?」


    　いつも部長の座っている方向から、そんなことを言われて、京夜はぎくりとした。


    　しかしいまそこに座っているのは部長ではなくて、綺羅々さん。


    「キララ……なんか言いました?」


    「キョロ。たいくつ。なんかする。」


    「えっと……」


    　京夜は困こん惑わくした。そういう無む茶ちやを言ってくるのは部長であって、部長だけなのであって、綺羅々さんはそういうひとではなかったはずで──。


    　困り顔で紫音さんに目を向ける。


    　紫音さんは三秒考えて──わかったというように、形のいい眉まゆを持ちあげた。


    「一時間ほど前。真央は綺羅々に言っていたね。〝おいかわれ〟──と」


    「それでソファーと椅い子すとを、かわったんじゃないんですか?」


    「しかし綺き羅ら々らはこう言われたと思ったんじゃないかな?　──〝私とかわれ〟と」


    「ええっ?　部長を代われって意味ですか?」


    「綺羅々はー。いま部長代理なんですかー?」


    　恵めぐみちゃんが面白そうな顔で綺羅々さんに訊きいている。


    「めぐ。おちゃ。」


    　ごく短時間でカップを空からにして差し出した。横おう柄へいな仕し草ぐさが、なんだかとても部長っぽい。


    「ほら真ま央おだ」


    「なるほど」


    「綺羅々は真ま面じ目めだから」


    「だけど紅茶の一気飲みってノド熱くないですか?　いま一瞬でカップ空あけませんでした?」


    「綺羅々は、ほら、真面目だから」


    　紫し音おんさんがしんみりと言う。京きよう夜やは納なつ得とくした。


    「じゃあキララは、部長が起きるまで、部長の仕事をやっているわけですね」


    　なんだか微ほほ笑えましい気分で、京夜は綺羅々さんにそう訊いてみた。


    「ん。」


    　綺羅々さんはうなずいた。そして言う。


    「キョロ。たいくつ。」


    「ちょ──それ仕事じゃないですから。いいんですよそれはやらなくて」


    「なんかする。」


    　話を聞いてくれないところも部長のまんまだった。


    「綺羅々はほら。真面目だから」


    　紫音さんが、くくくっと笑っている。


    「なんかって……、なんですか?」


    「ふしぎに……。おどる。」


    「部長代理は不思議な踊りをご所しよ望もうならしいね」


    「紫音さん人ひと事ごとみたいに」


    「あと。じゅうびょう。」


    「わかったわかったわかりました」


    　京夜は立ちあがった。不思議な踊りってどんなんだ、とか思いながら、くねくねと踊った。


    「キョロ。よくやった。よい。こうばしい。」


    　ようやくお許しが出た。なんか変なふうに褒ほめてももらえた。


    「こんど私も真央と代わってもらおうかな」


    「勘かん弁べんしてくださいよ」


    　肩を震ふるわせて笑う紫音さんに、京夜はそう答えた。
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やはライトノベルを読んでいた。お気に入りの作家の新シリーズの一巻目。


    　本の内容に集中して、調子よくページをめくっていると──。


    「ん」


    　部長が唐とう突とつに、テーブルの上に手を出してきた。


    　なにかを催さい促そくするような手の動き──。


    　そこでようやく、京夜は自分がガムを噛かんでいたことに気がついた。


    「あ。──どぞ」


    　箱を振って、オレンジ色の風船ガムを、二、三個、部長の手のなかに転がした。


    　そして本に戻る。何ページか読んだところで──。


    「おお」


    　紫し音おんさんの感心するような声が聞こえてきた。なんなのだろうと思って顔を持ちあげる。


    　すると部長が大きな風船を膨ふくらませていた。


    「うまいですね。部長」


    「それは……、なにかな?　ん?　ん?」


    　紫音さんがいかにも興味津しん々しんという顔で訊きいてくる。


    「ガムですよ。風船ガムっていうんです」


    「ぶ、文献で読んだことはあるんだ」


    　ちょっと意地でも張るように、紫音さんは顎あごを斜ななめ上に向けている。


    　彼女は天才で、一度見聞きしたことは忘れない完全記憶の持ち主だが、はじめからばっさり欠けている知識も多かった。〝駄だ菓が子し〟はそうしたものの一つであるようだ。


    「サポディラの樹から取れる樹液にはポリイソプレンが含まれていて、それがガムベースの材料となる。また人じん為い的に合成された酢さく酸さんビニル樹じゆ脂しもよく使われていて、これは展てん性せいに富むために、風船ガムの材料となることが多く──」


    　百科事典読み上げモードに入っている紫音さんに、京夜はガムの箱を振ってみせた。


    「いります?」


    　読み上げの途と中ちゆうだったが──彼女は、ぱっと口を閉ざした。かわりにさっと両手を差しだしてくる。その手の中に、京夜はオレンジ色の粒つぶを何個か振り出した。


    「食べたこと、あります?」


    「いや。その……。兄ニー兄ニーズが良くないと言うもので──」


    「ないんですね」


    「あ──」


    　紫し音おんさんはなにか言いたそうな顔をしていた。京きよう夜やは穏おだやかに次の言葉を待った。


    「あ、明日、また訊きいてもらえれば……。そうしたら答えやすくなっていると思うんだ」


    「そうですね」


    　綺き羅ら々らさんと恵めぐみちゃん。それぞれの手にガムを配りながら──京夜は紫音さんに笑いかけた。


    「あまい……」


    　はじめての「ガム体験」に、紫音さんがぽつりと感想を洩もらす。


    　部長がまた大きく風船を膨ふくらませて、ぱちんと割る。


    「ま。真ま央お。それはどうやるのだろうか。教えてはくれまいか」


    「考えるな。感じろ。──天と地と風の息吹いぶきを聞け」


    「て、天と地か……、む、難しそうだな」


    　部長が例によって変なことを言っている。たぶん先代部長の金きん言げん集しゆうからの引用だ。


    　綺羅々さんの手がまた伸びてきたので、そこにまたガムを載のせる。


    「噛かんで柔らかくなってきたら、舌にかぶせて、息を吹きこむんですよ」


    　京夜はそう言った。部長の「大自然の教え」よりは具体的だろう。


    　と。綺羅々さんの手が、またまた伸びてきた。


    「あれ?」


    　綺羅々さんに向いた。もう何回か渡している気がする。もう噛み終わってしまったのか?


    　じーっと、期待してくる顔の綺羅々さんと、数秒ほど見つめ合った。


    　上を向いた手のひらの上に、ガムを載せる。見ていると、綺羅々さんは──。


    　ひょいと口に放りこみ、そして綺羅々さんはまた手を出してきた。


    　その喉のどが──。んごきゅっ。と上下に動いた。


    「うわあ───ぁぁっ!」


    　見ていた全員で取り押さえに掛かった。慌あわてて一いつ斉せいに飛びかかる。


    「キララ飲んじゃだめですってば!」


    「ばかてめこの吐はけ吐け吐け!」


    「るるる!」


    「るるる──じゃねえ!　吐けっての!」


    　部長が顎あごに手を掛けて、口に手を突つっこもうとしている。


    「ががが!」


    「ががが──でもねえ!　吐け吐け吐け!」


    　結局──。ガムを吐き出させることはできなかった。


    　あとで紫音さんから聞かされた話だが、ガムは飲みこんでしまっても、まあ──だいじょうぶだそうだ。
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     キララ式スキンシップ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やは綺き羅ら々らさんに捕つかまっていた。


    　ぎゅっと抱きしめられている。それだけならまだしも、ふんふんくんくんと、髪のにおいを嗅かがれまくっていた。


    　綺羅々さんがこのモードに入っているときには、なにをしても無む駄だだった。京夜にできることは、ただおとなしく、彼女流のスキンシップが終わってくれるのを待つことだけだ。


    「キララ……、まだですかぁ」


    　それにしても今日はいつもより長い。自分でも情けなく感じる声で、京夜は訴えたが──。


    　綺羅々さんはぜんぜん取り合ってくれない。助けを求める目を、部長や紫し音おんさんに向けてみる。だが部室ではこれはいつもの光景で、そもそも二人とも、こちらを見てさえいない。


    　お茶の準備をしている恵めぐみちゃんだけは、こちらを見つめてきているが、その顔にはニコニコと微ほほ笑えみが浮かんでいる。仲いいですねー、と心の声が聞こえてくるようだ。


    　しかし──。と京夜は考える。


    　この「においを嗅ぐ」という行為が、彼女流のスキンシップであるのなら──自分もそうしたほうがいいのではないか?　つまり同じことをして返すわけだ。綺羅々さんのにおいを、嗅ぎ返してみるわけだ。綺羅々さんにとって、この行為が挨あい拶さつみたいなものであるなら、同じことを返すのはオッケエなのではあるまいか?　手を上げてハローとやるようなもの?


    「あの～、キララ?」


    　そんなことを考えつつ、京夜は綺羅々さんに話しかけてみた。


    　へんじがない。綺羅々さんはまだ人じん語ごが通じるモードに戻ってきていない。


    　仕方ない。京夜は綺羅々さんに訊きかないで、彼女流の〝挨拶〟を返してみることにした。


    　ふんふん。くんくん。──と、綺羅々さんの髪のにおいを嗅いでゆく。


    　いい匂においがした。なんだろう。シャンプーとかじゃないけど。でも甘いような匂い。もうすこし嗅いで、匂いを特定しようと、京夜が綺羅々さんの首筋に鼻先を近づけてゆくと──。


    　ばっ!　とばかりに──。


    　突然、綺羅々さんが飛び退のいた。


    「えっ?　あれっ?　えっえっ?」


    　京夜は慌あわてた。綺羅々さんはほんの一瞬で三メートルばかりも飛び退いていた。


    　広い部室の隅すみのまた隅──。テレビ様の横のところの狭せまい薄うす暗がりに入りこんだ綺羅々さんは、身を低く伏ふせてうずくまっていた。


    　暗がりから、きらりんと、光る目だけをこちらに向けている。


    「えっ?　あの?　えーっと……。き、キララ?」


    　彼女の反応があまりに急激すぎて、ようやく今頃になって意識のほうが追いついてきた。


    　綺き羅ら々らさんは警けい戒かいしたような顔を向けてくる。


    「なにやったんだ?　──おいキョロ?」


    　部長と紫し音おんさんがこちらを見ていた。


    「いやあの僕。そのべつになにも……」


    「なにやったか知らないが、怒らせてしまったな。あれは激怒だな。ほら耳を澄すませてみろ。聞こえるだろう。ごごごご、という心理描びよう写しやのその音が」


    　怒りのエキスパートである部長が言うと説せつ得とく力があった。そうなのかも。京きよう夜やは心配した。


    「いえあの僕。キララさんがいつもしてくるように、返しただけなんですけど……」


    「それは彼女の匂においを嗅かいだということかな?」


    　紫音さんが言ってくる。京夜はびくびくしながらもうなずいた。


    「やっぱり……、まずかったでしょうか……?」


    「怖がらせてしまったのではないかな。そ。そのつまり女性の匂いを嗅ぐという行為は、たとえばフロイトでいえば──」


    「──セクハラか!」


    　部長が大声で断定する。京夜はびくっと首を縮ちぢめた。


    「セクハラは許せんな!　キョロお前は人じん畜ちく無む害がいな皮をかぶっていたわけか!　草そう食しよく系けいのその姿は油ゆ断だんを誘うワナだったのか!」


    「ちがいます。ちがいますって……」


    「いーや違わん!　お前も一匹のオトコだったということだ!　そしてこの部室は殿との方がた禁止だ。お帰りはあちらだ」


    　と部長は戸口を指し示す。


    「そんなぁ……」


    「あれは、ですねえ──」


    　人数分のお茶を注つぎ分けつつ、恵めぐみちゃんが穏おだやかな笑顔で、口を開いた。


    　テレビの横に隠れている綺羅々さんに、ちらりと目を向けて、恵ちゃんは──。


    「──照れているんだと思いますよー」


    「なるほど!」


    　部長が膝ひざを叩たたいた。紫音さんも、ああ、と納なつ得とくした顔になる。


    「えー……?」


    　京夜以外、満まん場じよう一致の結論が出たようだった。


    　京夜も、数秒考えてから、ようやく納得した。あれが彼女流の照れかたなのだろう。


    　綺羅々さんは不思議なひとだけど、照れかたも本当に不思議なひとだった。
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     文化祭終わる
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    「あー。終わった終わった!　いやー。今年の文化祭は盛りあがったなー」


    　ずんずん歩く部長を先頭に、皆でぞろぞろと文化部棟とうの廊ろう下かを歩く。


    　後こう夜や祭さいまでつつがなく完了して、部室に帰るところであった。下校時間は特別に延長されているが、それでも八時までには撤てつ収しゆうして、全校生徒は引き上げねばならない。


    　夜の七時も回って、廊下は真っ暗だった。一人で歩いていたら怖いくらい。


    　文化祭におけるＧグツＪジヨ部ぶの役回りは──正直、よくわかんなかった。


    　ＧＪ部という部の活動内容がなんなのか、今回、ようやくわかるはずだと──京きよう夜やはひそかに期待していたのだが。文化祭が終わってみても、やっぱりさっぱり、わからない。


    　部室でほぼ無人のバザーをやっていた。あとやったことといえば──。


    「花嫁さん、キレイでしたよねー」


    　恵めぐみちゃんがほっぺたに手を合わせて、うっとりとつぶやく。まだ余よ韻いんが残っているようだ。


    「私はムコ殿どのを小一時間ほど問い詰つめたい。なぜあそこでお姫様抱だっこを決めんのだ。結婚式で決めなくて、いったい人生のいつキメるというのだ」


    「本当の結婚式のほうで決めるんじゃないでしょうか」


    　ＧＪ部は〝司し祭さい〟の出で前まえをやった。


    　クラスの出し物で「結婚式」をやるという愉ゆ快かいなクラスがあって──なんてことはない京夜のクラスだが。京夜のクラスには〝神カップル〟と噂うわさされる名物カップルの男女がいるのだが、その二人が〝結婚式〟を挙げることになったのだ。


    　結婚式といえば司祭様だろパイプオルガンの生演奏だろ──とばかりに部長がエキサイトした。「これぞＧＪ部の仕事だ」と出しゆつ動どうすることになった。


    　でもなんでＧＪ部の仕事なのか、やっぱりよくわからない。おもしろいことに首を突つっこむのは、部活動というより部長の趣味のような気がするのだが……?


    「だけど紫し音おんさんって、本当になんでもできるんですね。ピアノが弾ひけるのは知ってましたけど、オルガンもできたんですね。あれ弾きかたって、たしかピアノと違うんですよね」


    　京夜は紫音さんにそう言った。司祭様の宅配のほかに、オルガンの弾き手も宅配した。つまり紫音さんだ。荘そう厳ごんな曲。楽しい曲。紫音さんは何曲も弾きこなしていた。


    「ん?　ああ。結婚式に使いそうな曲を、八はち兄にぃに何十曲か弾いて見せてもらったから」


    　天才は言うことが違う。つまり今回弾くために〝覚えた〟と言っているわけだ。あと兄ニー兄ニーズの人数がまた増えていた。最低八人まではいるらしい。


    「たら、らったっ、たららら、らったったー♪」


    　楽しげな曲ハミングに振り向けば、恵ちゃんと綺き羅ら々らさんとが、二人でフォークダンスの構えを取って歩いている。


    　さっきまでの感かん触しよくがいきなり手のなかに蘇よみがえってきて、京きよう夜やは赤くなった。


    　うちのガッコの後こう夜や祭さいの目玉は、校庭で行おこなわれる巨大キャンプファイアだった。そのまわりで行われるフォークダンスだ。女の子の輪と男の子の輪とで、一曲ずつ相手を替えながら、手と手を触ふれあわせて踊るのだ。


    　部長と、紫し音おんさんと、恵めぐみちゃんと、あと綺き羅ら々らさんと──。手の感触がみんな微び妙みように違っていたことが鮮せん烈れつに蘇る。手を触れたのは、はじめてじゃないはずだけど、なんだか激しく意識してしまう。いやはじめてだったっけ?　皆と手を繋つないだのは?


    「さーて。売れてっかなー?」


    　部室についた。部長が戸に手を掛けて皆に振り向き、にやりと笑えみで、用意はいいかと問いかける。


    「ご開かい帳ちようー」


    　明かりの点つけっぱなしの部室が、まぶしく目に映うつる。しばらくして明るさに慣れてきた目に映ったのは──。並べた品物がすべてなくなって、がらんとした室内だった。


    「おー!　完売!」


    　部長がさっそく集金箱に飛びつく。無人バザーのシステムはいわゆるあれだ。野菜の無人販売所みたいなものだった。カゴに品物がのせてあって、値段が書いてある。お客さんは勝かつ手てにやってきて勝手に見てゆき、欲しいものがあれば代金を集金箱に収めて持ってゆくシステムだ。


    「でかした!　メグ!」


    　部ぶ札さつの束たばを両手を使って掴つかんで、部長が叫さけぶ。


    「皆さんのお役に立ててうれしいですー」


    　恵ちゃんが照れているのか、舌を出している。


    　代金といっても実際のお金ではない。〝部札〟とか〝クラス札〟といわれる引ひき換かえ券けんだ。文化祭前に派は手でに刷すって、派手にバラ撒まいていて、全部回収しきれるか京夜は不安だったが──。


    　恵ちゃんがせっせと編あんでいたニット製品は大だい人にん気きのようだった。セーターもマフラーも手袋もなにもかも完売していた。


    「ふむ。私も編み物を始めてみるかな」


    　気のない声で紫音さんが言っている。


    「教えますよー」


    「いや。一度見せてくれればそれで」


    「うちきます?　一着編むのに一週間とか掛かりますからお泊まりでー」


    「すまない。やはり私には無理そうだ」


    　なんてことないＧグツＪジヨ部ぶの平和なやりとりに微ほほ笑えみながら、皆で帰りの支し度たくをした。


    　今年の文化祭は、そうして終わった。
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     衣替え
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　ちょっとそわそわした気分を抱かかえつつ、京きよう夜やは部室で待っていた。


    　今日は十月の第一日。つまり衣ころも替がえの日であった。


    　慣れ親しんだ夏服から、冬服へと替わる日だ。


    　夏の暑さが過ぎ去って、すっかり涼すずしくなってきて、半はん袖そでだと肌寒さを感じてしまう日も多い。クラスメートの女子などは、いきなり黒く変わっていた。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの皆の冬服姿はどんなんだったか──。


    　どうもうまく思い出せない京夜であった。四月にこの部に入って、しばらくのあいだは、毎日見ていたはずなのだけど……。まあ何か月も経たってるわけだし。


    「うぃーっす」


    　がらりと戸を開けて部長がやってきた。


    「あ。ども」


    　京夜はこくりと会え釈しやくした。そして部長のことをじーっと見る。


    「な、なんだよ?」


    「いえべつに」


    　京夜は目線を外はずした。うつむきぎみに、床ゆかの木もく目めに目を移す。


    　部長のコーディネートは至し極ごくノーマル。カーディガンもベストもなんもなし。


    　それからいまあらためて気がついたのだけど。〝ニーソックス〟という格かつ好こうは、ちょっと特とく殊しゆなのではあるまいか。クラスメートの女子たちの冬服姿を思い浮かべる。その中にニーソックスを履はいている女子が何人いるかと、数えてみようとして──。


    　ああ。だめだ。ぜんぜん思い出せない。


    　なんでこんなに記憶力がないのか?　そんなに自分って興味ないのか女子のカッコに?


    　──と、自じ問もん自じ答とうを繰り返していると。


    　ガラリ。と扉とびらが開いた。紫し音おんさんが部屋に入ってくる。


    「遅くなってしまったかな。数学の問題で教師から質問されてしまって……」


    　聞き捨てならない天才っぽい言葉をつぶやきながら、紫音さんは自分の席に向かってゆく。


    　話の内容はあっちにおいておいて、京夜は紫音さんの格好に注目した。


    　すらりと背筋を伸ばしてモデルのように歩く紫音さんは、花おい魁らん風とでもいえばいいのか、ブレザーを着崩くずしている。そこらの女子がしていたら、だらしなく見えるあろうそうした格好も、紫音さんの場合には、なぜだかキマって見えてしまう。


    　きっといつでも姿勢が整いすぎているせいだ。そういえばタイツ姿で足あし元もとにも隙すきがない。


    「ん。どうしたのかな?　キョロ君は」


    　紫し音おんさんが椅い子すに座ったところで、視線を捕つかまえられた。にこりと薄うすく微ほほ笑えまれる。


    「そいつさっきからヘンなんだぜー。ガン見してくんの」


    　部長が言う。


    　やっぱり気づかれていた。やっぱり女の子は視線に敏びん感かんだ。部長もやっぱり女の子だ。


    「いや。あの。今日。衣ころも替がえですから。めずらしいな。ていうか。ひさしぶりだな。みたいな」


    　視線をさまよわせて、京きよう夜やは言いわけめいたことを口にした。


    「あははははー。キョドってるキョドってる。さすがはキョロだ。おまえをキョロと命名したことを私は誇ほこりに思うべきだろう」


    「いやあのその」


    　部長はなんだかご機き嫌げんだった。怒られなかった。よかった。でも命めい名めい者は恵めぐみちゃんだけど。


    「おはよーございまーす」


    　と、その恵ちゃんが部室に入ってきた。彼女がやってきてまず最初にすることは、ケトルにお水を注そそいでコンロにかけること。


    　その立ち働く姿を、京夜は横手から見つめていた。


    　部長のお許しが出ているので、こんどはこっそりと見るかわりに、堂々と見る。


    「恵ちゃんは紺こんのカーディガンだったんですね」


    「だったってなんだ?　だったって?」


    「いえあのその。……すいません。僕。紫音さんみたいに完全記憶とか持ってないんで。すっかり忘れてました」


    「これはこれでけっこう面めん倒どうなものなんだけどね。忘れたいことも忘れられないから」


    「メグおまえ、一学期と同じ格かつ好こうでつまらんと、キョロ様が仰おおせだぞ」


    「えー。あったかいですよー。これ」


    　微び妙みように噛かみ合っていない会話に笑いながら、最後の一人を待っていた。


    「きらら。きたよ。」


    　いつもの挨あい拶さつとともに、綺き羅ら々らさんが入ってくる。手には大きなビニール袋。綺羅々さんはいつでもどこでもお肉と一緒だ。


    　綺羅々さんはきょとんと立ち尽くしていた。皆の視線が集まっているのを感じたようだ。


    「あの短ラン。ヤツはいったいどうしているんだと思う?　アレはどこかに売っているモノなのか?　それとも自分でチクチク針はりと糸とで丈たけを詰つめているのか?」


    「靴くつ下した。キララさんがいちばん短いんですね。それにみんな靴下ちがうんですね。へー」


    「おまえ。やっぱヘンだよ。見ているところが、ぜんぜんヘンだ」


    　部長にはそう言われたが──。


    　皆のコーディネートが一人一人ぜんぜん違うということに、京夜はただただ感心していた。
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     愛想
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    「はいわかりました」


    　明めい朗ろうかつ快かい活かつに返事が返る。


    「ええ。はい。そうですね」


    　彼女が話す相手は男性教師。


    　部室の戸のところで応対中の彼女は、はきはきとした声で応じている。


    　聞こえてくるのは彼女の声だけ。もそもそと喋しやべる男性教師の声は、テーブルで漫画を構える京きよう夜やにはよく聞き取れない。


    　たぶんなんかつまらなくてありきたりの連絡事項。部を代表して彼女がそれを聞いているという構図。


    　べつになんてことない。


    「いやですよもー。そんなんじゃないですってばー」


    　彼女はころころと笑った。


    　口くち元もとに手をあてちゃったりなんかしちゃったりして。すごく女の子っぽい。


    「じゃあそういうことで。きちんとやっておきますから。心配ないですよー」


    　見送りの言葉を受けて、男性教師は引きあげていった。プリントの一枚が彼女の手に残る。たぶん文化部棟とうを渡り歩いて、同じようなことをどこの部室でもやってゆくのだろう。


    　だからなんてことない。


    「あー。ようやく帰りやがった」


    　部長は、どっかと椅い子すに腰を下ろした。「備品調査」と書かれたプリントをテーブルの上に投げだす。


    「おいメグ。──お茶」


    　ティーカップを構えて、ぞんざいに言う。素すに戻って、まったくいつもの部長であった。


    「はあい」


    　恵めぐみちゃんが、もう用意してあったお茶をすぐに注つぎはじめる。


    「あの無意味な長話はあれかね。お茶を振ふる舞まえとかいう暗黙のサインなのかね?」


    　甘くてぬるめのミルクティーを、くぴくぴやりつつ、部長はいつものようにシニカルに言う。


    「え?　そうだったんですか。なんだ先生。言ってくださればご馳ち走そうしましたのにー」


    　恵ちゃんという子は、いつでも誰だれにでもお茶を振る舞いたくてしかたがない子だ。


    「うちは男子禁きん制せいだっつーの。戸口よりこっちは聖せい域いきだっつーの」


    　そう言った部長は、ちら、と京夜のほうに目をやってきた。


    　いつもならここで「それ僕はどうなってるんでしょう」と訊ききにいき、「オマエは男に含まれない」とやり返されるところだが──。


    　京きよう夜やは黙っていた。


    「……まー。呼びだし食らって職員室で話するよかマシだけどなー。一年のときの担任とかいるじゃん?　あることないこと暴ばく露ろされるからたまんねーよ」


    「ああ。〝血の惨さん劇げき〟の名で後こう世せいに伝わるあれのことだね」


    　紫し音おんさんの突つっこみに、部長がなんともいえない渋しぶ面づらを作る。


    　ずずっと、紅茶をすする音だけが部室に響ひびく。


    　雨が木の葉を叩たたく、しとしとという音まで聞こえてくるようだった。


    　いつもの京夜であればここで、「なんですか血の惨劇って?」と、地じ雷らい原げんにどすどすと土ど足そくで踏みこんでゆくところだが、今日はやっぱり押し黙ったままだった。


    「なんだよ。おまえ。──さっきから」


    　部長がついに口に出してそう言った。


    「ぶすっとして。らしくねー。ニコニコへらへら笑って、尻しつ尾ぽ振ってろ。いつもみたいに」


    「じゃあ部長もいつもみたいにしていてくださいよ」


    　京夜もつい、ぽろりと言ってしまった。


    　敬けい語ごとか使って愛あい想そを振りまいて──。あんなのぜんぜん部長らしくない。


    「ん?　なにがだよ?　私、いつもとおんなじだよな?　──な?」


    　自覚がなかったのか、部長は皆に訊ききにいった。


    「んー。おかわりがいつもより早いでしょうか」


    　恵めぐみちゃんがそう言って、ミルクティーのおかわりを注つぐ。


    「いつもの五十パーセント増しの出しゆつ力りよくで、キョロ君のことをいじめているかな。尻尾振ってる……はないんじゃないかな?」


    　紫音さんの言葉に、部長は注がれたばかりの紅茶をぐびりとやって、一口で半分減らした。


    「んー……。言いすぎたかも。だけどキョロのやつがいけないんだぜ?　さっきからぶすっとしてブスになっててさー。……なに怒ってるんだよ。言えよ。おまえはシッポ振って──じゃなくて、愛想よくしてないとダメなんだ。犬でいうとアレだ。──チワワだ」


    「わけわかりませんよ」


    　と京夜は言った。だんだんいつもの調子を取り戻しつつあった。


    「チワワっぽいのはどちらかというと部長のほうです。もっと正確にいえばハムスターです」


    「それはわたしが小さいって意味か?」


    「いいえ。すぐに噛かむという──痛い痛い。痛いです部長」


    　部長が腕を噛んできた。


    　ぜんぜん本気ではなくて、どちらかといえば甘あま噛がみ系。


    　京夜は目め尻じりの涙を拭ぬぐって、仲直りを完了させた。そうしていつもの日常へと回帰した。
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     ヒマですか？
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やは戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。


    　なぜなら部長がヒマそうにしているからだった。


    　具体的には毛先を見つめている。枝えだ毛げを探している。唇くちびるはややとんがりぎみ。細く整えられた眉まゆは左右ともに一直線上に乗っかっている。


    　あとは物的証拠としての爪つめやすり。爪の手入れをするためにやすりを持ちだしてきた部長だが、テーブルの上にうっちゃって置いてあるきりで、ぜんぜん使われていない。


    　なにに対しても身が入らない状態だということだ。つまり退たい屈くつきわまりないということだ。


    「あのー、部長……?」


    　退屈しきっている部長が、またなにか危険な遊びを思いついてしまう前に、京夜は自分から口を開いていった。おそるおそる──といった声で、そっと訊ききにいく。


    「なにか」


    　いかにもつまんなそうな声で、部長はそう問い返す。


    「ヒマじゃないですか?」


    「べつに」


    　毛先を見つめながら部長が言う。


    「狩りしましょうよ狩り。僕ちょっと獲とりたい素材ありまして──。うちの妹のキャラの装備コーディネートしなきゃならないんですよ。でも激ムズで一人じゃ無理なんです～」


    「やんね」


    　いかにもつまらなさそうに、部長はそう言った。


    「そ、そうですか……」


    　京夜はがくりと気落ちした。


    「てか。おまえ妹の使いっぱやらされてるのか。それ。おもしろすぎ」


    「お、おもしろいですか?　やったぁ」


    「つまんね」


    「そ、そうですか……」


    　京夜はまたがくりと気落ちした。どんどん危険が迫ってくる。


    　平和が一番だ。平へい穏おんが好きだ。平和を愛している。


    「なぁキョロ」


    「いやあの勘かん弁べんしてください」


    「まだなにも言ってねーじゃん」


    　部長は変な目をして見つめてくる。


    「おまえさっきから、へんだぞ?　聞いてやるから話してみろ。この寛かん大だいなる部長に」


    　寛大かどうかは置いておいて、京きよう夜やは話すことにした。


    「いやあの部長が退たい屈くつしているんじゃないかと思いまして」


    「なんで?」


    　京夜は物的証拠を告げることにした。


    「たとえば部長はヒマしてるときに髪の毛いじったり爪つめの手入れとかをします。部長がおしゃれをするのはヒマなときだけです」


    「それはヒマでなければ、わたしはおしゃれをしてはならんということか?」


    「いえべつにそんなことは……」


    「たとえば髪の毛をいじってるのは、昨日、ヤブで引っかけちゃって気にしているからだとか、そういうふうに考えることはできんのか?」


    「そうなんですか……?」


    「訊くかそれを?　おまえはオンナのプライベートにどすどす土ど足そくで踏みこんでくるわけか?」


    「ヤブでなにして遊んでたんです?　部長よく髪の毛に小こ枝えだからませてきますけど」


    「ああわかった。そういうやつだな。デリカシーのないやつだな。つまりキョロだな」


    「え?　あ?　それプライベートだったんですか?　だったらすいません。聞きません」


    「聞くなと言えば言われた通り聞かないわけだ。馬ば鹿か正直だな。愚ぐ鈍どんだな。つまりキョロだな」


    「どっちなんですか。ていうかキョロってそれ蔑べつ称しようなんでしょうか。前から気になってるんですけど」


    「キョロというのは、つまりあれだ。きょろきょろしているやつのことだ。キョドっているやつのことだ。つまりおまえだ」


    「え?　えー?　僕キョドってました?　いつですか?」


    「なあ、シイ──」


    　と、部長はそこで京夜の質問をスルーして、すいっと視線と話題とを紫し音おんさんに向けた。


    「──ホントだったな。キョロをキョドらせるのに、言葉いらないって。おまえの言った通りだった。毛先いじって爪ヤスリ出しとくだけだって。いや脱だつ帽ぼうだ感かん服ぷくだ。シナリオは完かん璧ぺきだ」


    　紫音さんが文庫本から目をあげてきた。だがすぐ逃げるようにしてページに目を戻す。


    「かのアインシュタインはこう言った。原げん子し爆ばく弾だんを作ったことは我が生しよう涯がい最大の過あやまちであると」


    　紫音さんの言葉を聞きながら、京夜はだんだんと気づきはじめた。


    　まただ!　またからかわれたー!


    「あー。おもしろかった。またやろう」


    「もう勘かん弁べんしてください。ふつうにからかってください。たのみますから……」


    　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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     カップ麺の新種
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    「みんな。聞いてはくれまいか」


    　今日のオピニオン・リーダーは紫し音おんさんだった。


    　部室に入ってくるなり、彼女はめずらしく興こう奮ふんぎみにそう言ってきた。


    　なんだろう──と、京きよう夜やも部長も、それぞれ読んでいた漫画とライトノベルから顔をあげる。


    「大発見があるんだ」


    　紫音さんは頬ほおを紅こう潮ちようさせている。


    「へー?　なんですか?」


    　京夜は期待した。天才の彼女が発見したからには、きっと、ものすごい発見に違いない。


    「なんと私は──」


    　そこで彼女は大きく息を吸い──。


    「──カップ麺めんの新種を発見してしまった」


    　胸を張って、そう宣言した。


    「は?」


    　思わず口をぽかんと開けて訊きき返していた。


    　カップ麺の新種なんて、毎月毎月、何種類も、何十種類も出ていると思うけど……。


    　いやいやいや。待て待て待て。


    　天才の彼女が言うのだから、きっと、なにか深い意味があるに違いない。


    「どんな新種なんですか?」


    　彼女はよくぞ聞いてくれた、というように、長い髪を揺らして答えてくる。


    「このカップ麺は──なんと驚くべきことに、鍋なべで煮て作るものなんだ」


    「バカおまえそれはインスタ──」


    「──部長おおお」


    　有う無むを言わせず、京夜は部長にヘッドロックをかました。廊ろう下かへと連れん行こうする。


    「それは言わない約束です」


    　脊せき髄ずい反射で〝真実〟を言いかけてしまった部長も、京夜の言わんとしていることがわかったのか、こくこくとうなずいて返してくる。


    　戸口の陰かげから二人して、こっそりと紫音さんを見守りにかかる。


    「紫音さん……。インスタントラーメン、知らなかったんですね……」


    「ナニあの可愛かわいいイキモノ」


    　部長もそんなことを言っていた。親友であっても知らないことは色々とあるらしい。


    　紫音さんは恵めぐみちゃんを捕つかまえて発見を語りにかかっていた。恵ちゃんは恵ちゃんで、「すごいです。ラーメンっておうちでも食べられるものなんですねー」と、指先を合わせて感激中だ。


    「恵めぐみちゃんも……ひょっとして、知らないとか?　カップ麺めんやインスタントラーメンとか?」


    　部長のつむじに顎あごをのせて京きよう夜やは訊きいた。戸の隙すき間まのあいだに、部長とふたりで上下に頭を並べている。


    「アイツはいい子だからな。夕食抜きになったりなんて、しないのだ」


    「部長はいっぱい夕食抜かれたんですね」


    「作るの上う手まいぞ。三分じゃなくて四分煮るのがコツなんだ。──知ってっか?」


    「ああそれ。僕も父さんから教わりました」


    「おまえのところのお父様も、あれか?　よくメシ抜きになるのか?　お母様が最強か?」


    「否定はしません」


    　紫し音おんさんは貴き重ちよう品ひんでも扱あつかうような手つきで、カバンから袋入りのラーメンを取りだした。


    　恵ちゃんが鍋なべとコンロを持ってくる。ラーメンが作られはじめる。


    　綺き羅ら々らさんがにおいに引かれてやってきた。椅い子すにちょこんと腰掛けて──。


    「これは……?　にく?」


    「原料にチキンエキスとポークエキスを使用していると、ほらここにそう書いてある」


    「にく?」


    「そうとも言えるのではなかろうか」


    「にく。」


    　綺羅々さんは出来上がるのを待っている。


    「楽しみですねー」


    　恵ちゃんはニコニコと微ほほ笑えんでいる。


    「ところで僕たち──。どうしましょう?」


    　部長のつむじの上から、京夜は訊いた。


    「こうやって草くさ葉ばの陰かげから見守っていればいいんでね?」


    「それじゃ楽しくないですよ」


    「なら真しん打うちの登場するタイミングをマテ」


    「三分だ」


    　紫音さんが宣告する。割わり箸ばしがぱきりと割られる音が響ひびいたところで──。


    「待った待った待った──!　このシロウトどもめ!」


    　飛び出してゆく部長の後ろにくっついて、京夜も部室に戻っていった。このときほど部長を頼もしく思えたことはない。


    「バカメ!　四分間煮たほうがウマイのだ!　バカメ!」


    　ふんぞり返る部長の脇わきで、京夜は太たい鼓こ持ちよろしく、うなずきを繰り返していた。


    　五等分されたラーメンはマグカップ一杯分もなかった。でも皆で食べると美味しかった。
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     愛称
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    「愛あい称しようって、だいじだと思うんです」


    　今日のキョロはオピニオン・リーダーだった。


    　へんなことを言いだすのはいつも部長と決まっているが、今日は自分から果か敢かんに話題を振っていった。


    「なんだよ?　いきなり」


    　読んでいた漫画から顔をあげて、部長が言ってくる。


    「ですから愛称ですよ」


    「おまえキョロじゃん」


    「いえ僕のではなくって、みんなのなんですけど」


    「愛称?　わたしらの?　──なんで?」


    「いえ。おもしろそうじゃないですか」


    　なにかおもしろいことをやるのがこのＧグツＪジヨ部ぶの〝部活動〟なのだと、前に聞かされたことがある。そろそろ〝見習い部員〟を卒業したい京きよう夜やとしては、ここらでポイントを稼かせぎたい。


    「おもしろそうだね」


    　紫し音おんさんが話題に乗ってくれた。テーブルにぐぐっと身を乗り出してくる。


    「なんですか。なんですか。なにかやるんですかー?」


    　恵めぐみちゃんもやってきた。自分の椅い子すに膝ひざを揃そろえて腰掛ける。


    　綺き羅ら々らさんも、耳ならぬ──耳のように見える癖くせっ毛けをまずぴくぴくと動かして、こちらに気がついた。とことこ歩いてくると、自分の椅子にちょこんと座る。


    　丸テーブルの椅子が五つすべて埋うまるのはめずらしいことだ。


    「愛称って、どんなん?」


    「ほら僕が付けてもらったような」


    「ええー……、キョロはやだなぁ」


    「そうですかわかりました。部長は自分が嫌がるようなあだ名を付けてくる人なんですね。ていうか、それは僕の愛称じゃないですか。べつに部長に付けようなんて思いませんよ」


    「単たん五ご電池」


    　紫音さんがぼそっと言った。なにを言わんとしているか、京夜には一発でわかってしまった。


    「あーたしかにすぐ電池切れてますね」


    「お姉ちゃん。よくソファーでお昼寝してます」


    　恵ちゃんも指先を合わせて同意を示す。


    「た……、単五ッ!?　それは私がちっちゃいってことかー!」


    「でも電池って単たん五ごなんてあるんですか?　単四までしか見たことないですよ」


    「単六まではあるようだね」


    「聞けよてめえら」


    「恵めぐみちゃんは……。〝天てん使し〟とかじゃ……まんまですよね?」


    「ええっ?　わたしそんな清らかじゃないですよー。ふつう。ふつうですよー」


    「じゃ紅茶タンク」


    「いや部長……、それは」


    　部長はさっきの件で復ふく讐しゆうの鬼おにと化していた。すっかりいじけてしまっていた。


    「綺き羅ら々らは、そうだな……」


    　部長は腕組みをした。綺羅々さんに対してイヤーなカンジの愛あい称しようを考えている。


    　そして、おもむろに口を開き──。


    「肉だ」


    「いや部長、それは……」


    　言いたいことはわかる。綺羅々さんはいつもお肉を食べているからだろう。


    「肉しかあるまい」


    「いやでも」


    「肉だろやっぱ」


    「きらら。おにく。すき。」


    「ほらみろ。喜んでる」


    「いいのかなぁ……」


    「さて最後は──」


    　腕組みをした部長が、ぎろりと目を向ける。


    「お手て柔やわらかに頼む」


    　紫し音おんさんは軽く笑ってそう言った。


    「冷れい血けつ爬は虫ちゆう類るい」


    「いや部長。わかりますけどそれは──」


    「おまえはいまわかるとそお言った」


    「い、いや──すいません。ぜんぜんわかりません。ど、どんな意味なのかな～……?」


    　紫音さんは、くくくっと声をあげて笑っていた。それが救いだ。


    　クールなところと、人とちょっと違うところを表現しているわけだろうけど。


    「はい。できましたー」


    　恵ちゃんが紙にマジックで名な札ふだを作っていた。「単五電池」「紅茶タンク」「肉」「冷血爬虫類」「キョロ」──と、それぞれに名前が書いてある。


    　その名札を付けて、皆で一日を過ごした。

  


  [image: ]



  
     トリック・オア・トリート!?

    


    [image: ]


    　ピンポーン。


    　一人で留る守す番ばん中の京きよう夜やが、せんべいの手て強ごわい袋と格闘しているとき、呼び鈴りんが鳴った。


    「はーい」


    　袋を手にしたまま、とてとてとスリッパを鳴らして、玄関を開けに行くと──。


    「トリック・オア・トリート!」


    　大声で叫さけぶカボチャのオバケがそこに立っていた。


    　オレンジ色の大きな大きなカボチャ。内側をくりぬいて目と口を開けたその物ぶつ体たいを、ヘルメットよろしく頭にかぶって、奇き声せいを張りあげていたのは──。


    「なにやってるんですか?　──部長」


    　京夜は呆あきれて、そう言った。


    　いつもいつも変なことをしてくる部長ではあったが──。今日のこれは奇き行こうを通り越していた。カボチャのオバケだろうか。かぶりものだけでなく、服もなにかカボチャズボンの変な生物になっていた。わざわざ作ってきたのかもしれない。矢や印じるし形のシッポがついていて、悪あく魔ま的な生物っぽくて──。部長に非常に似合っているとか言ったら、怒られてしまうだろうか?


    「トリック・オア・トリートっ!」


    　部長の格かつ好こうを上から下まで眺ながめ終わったあたりで、部長がもういっぺん、そう叫んだ。


    　手のひらを上に向けて突き出してくる。


    「日本語で言ってください」


    　京夜はそう言った。呆れた調子が止とめられない。


    「お菓子を渡すかイタズラか!　さあ選べ!」


    「ええと……」


    　京夜はほっぺたをぽりぽりと掻かいた。おせんべいならあったかな?　──とか考える。


    　もちろんこの選択は、お菓子を渡すほうである。


    「すまないね。真ま央おがどうしてもと言ってきかなくてね」


    　部長の後ろに紫し音おんさんが立っていた。苦く笑しよう気味にそう言ってくる。その紫音さんの服装を見て、京夜は──。


    「紫音さんまで」


    　──思わずそう言ってしまっていた。


    　部長がカボチャオバケなら、紫音さんは魔ま女じよだった。紫色のとんがり帽子に、紫のワンピース。肩から三角形のシルエットを形作るマントの色も、すべてが紫一色だ。


    「わたしはなんだと思いますかー。四しノの宮みや君?」


    　恵めぐみちゃんが言ってくる。


    　背中に羽。紫し音おんさんとは対照的に白い格かつ好こう。〝天てん使し〟のコスプレ中の恵ちゃんは、いつもとは違ってちょっと露出の高い格好をしていた。具体的には胸元が大きく開いている。


    　星の付いたステッキが大だい事じな小道具なのか、くるくると回している。


    「まんまですね」


    　京きよう夜やは感想を口にした。


    「えー、だめですかー?」


    「ほら言ったじゃん。シイのが天使で、メグが魔ま女じよのほーが意外性あるって」


    　部長が大きなカボチャをふりまわしながら言ってくる。


    「きらら。たーざん。」


    　綺き羅ら々らさんがそう言って力こぶを作る。毛皮の衣い装しようが野性的。小物としては、尻しつ尾ぽ付きで、耳付きだ。これは京夜も知っている。ジャングルの王者ターザンだ。その女性版だ。


    　しかし十月も三十一日になって、その格好は寒そうだ。足あし元もとなんて裸足はだしだし。


    「皆さんそんな格好でここまで歩いてきたんですか。電車乗ってきたんですか」


    「いやそこの角まではタクシーで」


    「なんでうちにくるんですか」


    「いやこんな日におまえ一人にしておいたらかわいそーだと思って」


    「きょうはお留る守す番ばんだって言ってたじゃないですかー」


    「ええまあ。父さんは出張で。オカンと妹は激げき甘あまの恋愛映画を観に行って──って。あれあれっ?　こんな日って、どんな日ですか?　十月三十一日って、なにかありましたっけ?」


    「おまえほんと行ぎよう事じに疎うといのな」


    　カボチャを持って部長はそう言った。くけけけけと、顎あごが動いた。驚いた。ギミック付きだ。


    「ハロウィンというのだけど。知らなかったかな?　欧おう米べい諸国のお祭りでね。オバケの仮か装そう行列で家々の戸を叩たたき、お菓子をもらって歩くんだ」


    「イタズラかお菓子かー!」


    「じゃお菓子で」


    　いま気づいたが、せんべいの袋をずっと持ったままだった。それを差しだす。


    「ところで四しノの宮みや君。伯はく爵しやく様と、フランケンさんと、狼おおかみ男さんと、どれがいいですかー?」


    　恵ちゃんが袋をいくつも提げて、そう言ってきた。


    「ええっ──!?　僕もやるんですか?」


    「当然だ。ＧグツＪジヨ部ぶ部員がイベントを楽しまないで、どーする?」


    「せめて部長の地元のほうでやりましょうよ?　恥ずかしいですよー」


    　京夜の願いはもちろん聞き届けられることはなかった。


    　仮装の姿で近所を練り歩いた。でも意外と評判だった。
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     まちがいさがし再び１
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    「大変なんだキョロ君」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　今日発売の漫画雑誌を読んでいた京きよう夜やは、部長の声に顔をあげた。


    　戸を開けて飛びこんできたのはまぎれもなく部長。しかし部長は紫し音おんさんっぽく「キョロ君」とか言っていた。


    「またですか部長」


    　部長が紫音さんのフリをしてくるのは──前にもやられた。あれはたしか夏休みのはじまる前のことだ。あのときには思いっきりからかわれた。


    　もう二度と引っかからないと、京夜はそう心に決めていた。


    「もう騙だまされませんからね」


    　京夜は冷たく返したのだが──。


    「ちがうんだキョロ君。私は紫音なんだ」


    「え?」


    　一瞬、なにを言っているのかわからなかった。


    「真ま央おと体が入れ替わってしまったんだ」


    「ええーっ……?」


    　ようやくわかった。そして同時に、手て元もとの雑誌に目を落とした。


    　ちょうどいま読んでいた雑誌にそんな話が載のっていた。男の子と女の子で体が入れ替わってしまって、おたがいに色々と大変で──とかいう話だった。


    「……そんな漫画みたいな」


    　京夜は部長の顔をまじまじと見つめた。ふわふわの髪から、ニーソの脚あしから、上級生の色をした上うわ履ばきまで、順に見ていった。外見はまったくいつもの部長だ。


    　その不安そうな表情を除のぞいては──。


    「だ……、騙されませんよ?　騙されませんからね?」


    「真央とぶつかって頭を強く打ったことが原因ではないかと。私はそのように考えているのだが……。ど、どうだろうか?」


    　彼女は不安そうな顔で首を傾かしげていた。その仕し草ぐさが本当に紫音さんっぽい。


    「そ、そんなこと……、僕に訊きかれたって……」


    　あの漫画の中でも、入れ替わりの原因は、たしかに頭をぶつけたことだったけども──。


    「ていうか部長はどこ行ったんですか?　紫音さんの体には、いま部長が入っていることになるんですよね?」


    「走って行ってしまった」


    　部長の姿で──紫し音おんさんは、途と方ほうにくれたようにそう言った。


    「なにか喜んでいたようなんだけど……」


    　事態の深しん刻こくさに、まず京きよう夜やのほうが気がついた。


    「大変ですよそれ!　なにされるかわかったものじゃないですよ!」


    「そ、そうかな……。そうだな。大変かもしれない……。いいや大変だ」


    　紫音さんにも、事の重大さが伝わったらしい。


    「はやく部長を捜さがしにいきましょう」


    　二人で戸に向かったところで──。


    　がらりとその戸が開かれる。誰だれかが部屋に入ってきた。


    　──すらりと背の高い麗れい人じん。つまり紫音さんの体に入った部長だ。


    「部長!　紫音さんの体を返してあげてくださいよ!」


    　京夜は部長に詰つめ寄った。


    　きょとんとした顔が返ってくる。紫音さんの顔で、部長はわざとらしく小こ首くびを傾かしげている。


    「どうしたのかな?　キョロ君は」


    「そんなふうに紫音さんのフリをしたってだめです。──わかっているんですからね。部長が紫音さんの体に入っているってことは」


    「ううん?　すまないが。なにを言っているのかわからないのだけど……。それは新しい遊びなのかな?　だとしたらまずルールを教えてはくれまいか」


    「遊んでいるのは部長のほうじゃないですか」


    　しらばくれている部長に、京夜は詰め寄った。


    　紫音さんのためにも、ここで自分が頑張らねば──と思った。


    「くくくくく」


    　後ろから不吉な笑い声が響ひびいてきた。


    　部長が笑っていた。部長の声で。


    　おそるおそる振り返ってみれば──。


    　腹を抱かかえて、部長がうずくまっていた。さっきまであった紫音さんの雰ふん囲い気きは──もうまったくない。


    「あー、やっぱ、おもしれー!　こいつなんでも信じるよー!」


    　部長は立ちあがると、ぽんぽんと京夜の肩を叩たたいてきた。


    「──いやいや。今回はさすがにムリがあるかと私も思ったが。さすがキョロだ。見直したぞ」


    「見直されたくないです。ぜんぜん嬉うれしくないです」


    「もう私はいいのかな?」


    　がっくりとうなだれる京夜の脇わきを、紫音さんがよくわからない、という顔で抜けていった。
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     まちがいさがし再び２
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    「大変だキョロ!」


    　いつもの部室だが、いつもと違う放課後──。


    　部室の戸を開けて紫し音おんさんが飛びこんできた。なにか違和感を覚えつつ京きよう夜やは顔を向けた。


    「どうしたんですか?」


    「──シイのやつとカラダが入れ替わっちまった!」


    「またですか?」


    　京夜は呆あきれ声で返した。


    　肉体交換ネタで騙だまされたのは、ついこのあいだのこと。部長と紫音さんが入れ替わったと言われて、はじめは信じなかったが、そのうちに信じて、そして最後はこっぴどく裏切られた。


    　だからしんじない。もうぜったいにしんじない。なにがあっても騙されない。


    「いくら僕がお人ひと好よしといったって、もう絶対に騙されませんよ」


    「ちがうんだ!　このあいだのアレはたしかに嘘うそだったけど、今回のこれはホントなんだ!　マジだって──!　マジで入れ替わっちまったんだってば!」


    　紫音さんは力説する。立たち居い振ふる舞まいが、まんま部長だ。完コピだ。


    　しかし京夜は冷たく応じた。


    「無む駄だです。早く諦あきらめてください。紫音さん。──あいや、部長なわけですね。いまは」


    「信じて……、くんないのかよ?」


    「ええ信じません」


    　ちくりと胸が痛みはしたものの……。京夜はそう言った。ぜったい嘘に決まってる。


    「そうか……」


    　紫音さんは、がっくりとうなだれた。


    　あれれ?　と京夜は意外に感じた。もっと食い下がってくるかと思ったのだが……。


    「そりゃま……、そうだな。あれだけからかったもんな。さすがに信じてもらえないよな……」


    「あの……。紫音さん?」


    「ほらなんてったっけ、アレ?　いつも狼おおかみが来たぞーって、ウソついてた男の子が、本当に狼がやってきたときに信じてもらえなかったっていう話……。まあいっか。べつにどーだって」


    　紫音さんはなにかつぶやきながら、ふらふらと部屋の奥に歩いていった。そこに積んである皆のカバンに手を伸ばす。はじめは部長のカバンに手を伸ばしかけ──それから思い直したように、紫音さんのカバンを手に取った。紫音さんのカバンはストラップの一個もついていない一番質しつ素そなやつだ。それと対照的に部長のカバンはじゃらじゃらと重たげだ。


    「どうするんですか?　紫音さん」


    「紫し音おんじゃねーよ。真ま央おだよ……」


    　カバンを手にした彼女は、すっかりいじけた声でそう言った。


    「いいよもう。帰るよ。信じてくんねーみたいだから。このままずっとシイとして生きてくよ」


    「いやあのその……」


    「ああでも、シイの家に帰ることになんのか。兄ニー兄ニーズとかいるよな?　なんか怖いな……」


    　カバンを胸に抱き寄せて不安そうな顔。──もう京きよう夜やはたまらなかった。


    「わかりました!　信じます!」


    　思わず叫さけんでしまった。


    「カラダの入れ替わりとかベタですけど。でも絶対にないとは言い切れないですし。だから一緒に元に戻れる方法を探しましょう。まず紫音さん──部長の体を捜さがさないと」


    　一気にまくしたてる。これまで信じてあげなくて、ひどいことをした後悔に突つき動かされる。


    「本当か?　本当に信じてくれたのか?」


    　紫音さん──いや部長は、目を細めて、疑い深そうに見ていた。


    「本当です!」


    　ふたたび叫んだところで──。


    「本当に本当だな?」


    　と、背後から声がした。


    　それは部長の声だった。部長自身の声で、部長の口く調ちようで、それはつまり──。


    　後ろを振り返ると、やっぱり部長が立っていた。にやにやと顔に浮かぶ笑いが、すべてを物語っていた。なにひとつ説明してもらう必要はなかった。


    　また騙だまされたー!


    　京夜は頭を抱かかえて座りこんだ。悪魔の哄こう笑しようが降ってくることを覚悟していたが──。


    　しかし、いつまで待っても、笑い声が響ひびいてこない。


    「おまえ。いいやつだな」


    　ぽん、と京夜の肩に手を置いてから、部長は自分の席へと座った。


    「いやいやいや……。真央の真ま似ねは大変だった」


    　紫音さんも紫音さんに戻って、自分の席につく。


    　京夜はしゃがみこんだまま、二人の横顔をしばらく眺ながめつづけた。なんでだろう。今日は笑われなかった。それどころか褒ほめてもらえたような気もする……?


    　しかし──と。


    　あいかわらずしゃがみこんだままで、京夜は思った。この二人、本当に親友なのだなぁ。おたがいの真似が完かん璧ぺきだった。このまえの部長も今日の紫音さんも、どちらも真しんに迫っていた。それほどまでに、おたがいをよく知っているということだ。


    　ちょっと羨うらやましいなと、そう思った。
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     Ｙ字バランス

    


    [image: ]


    「このあいだ新しん体たい操そう部に誘われちゃいましてー」


    　冬に向けてちくちく編あみ物をやりながら、恵めぐみちゃんが言う。


    「えっ」


    　ポータブルゲーム機で狩りをしていた京きよう夜やは、思わず手を止とめた。


    　ゲームのなかではマイキャラが、よってたかってざくざく惨ざん殺さつされていたが、そんなのいまはとりあえず、どーでもいい。


    「なんで?」


    「さあ」


    　と恵ちゃんは首を傾かしげる。編み棒ぼうをくるくる動かして、しばらく考えてから、ぽつんと言う。


    「体がやわらかいからじゃないでしょうか」


    「柔らかいの?」


    「やわらかいのですよー」


    　編みかけのセーターだかマフラーだかを一つにまとめて、恵ちゃんは椅い子すから立ちあがった。


    　恵ちゃん専用ロッキングチェアが、彼女が降りても、まだしばらく揺れつづけている。


    「はいっ」


    　彼女はさっと片かた脚あしをあげた。真ま横よこに伸ばされた長い脚が、どんどんどんどん、際さい限げんもなく持ち上がっていって──。


    　爪つま先さきがまっすぐ天てん井じようを指し示す。そこでぴたりと停止する。


    　顔はいつものニコニコ笑顔。苦しそうなようすはまったくない。


    「わっ」


    　京夜は驚いていた。びっくりして恵ちゃんを見つめる。いきなり目の前に違う女の子が現れたような気分だ。


    「きれいなＹ字バランスだね」


    　紫し音おんさんが言う。


    　そんなような名前はどこかで聞いた覚えがあった。新体操やバレエの人がよくやってみせる、このポーズの名前なのだろう。たしかに「Ｙ」の字の形をしている。


    「教室でこれやったら、勧かん誘ゆうされちゃいましてー。ＧグツＪジヨ部ぶありますからってお断りしましたが」


    「な、なるほど……」


    　京夜はようようのことでそう言った。


    　疑問は片付いた。恵ちゃんの体が柔らかいという、これまで知らなかった一面も知った。納なつ得とくした。それはそれでいいのだが──。


    「……ところであのね。恵めぐみちゃん」


    　前から言おう言おうと思っていたことを、京きよう夜やは今日この日、言うことにした。


    　あまりに男の子の目というものを意識しなさすぎる。無む警けい戒かいすぎる。


    　恵ちゃんはいまこちらに正面を向けていて、だから脚あしを大きく上げていてもスカートにガードされて見えないが、横にいる紫し音おんさんからはスカートの中が丸見えのはずだ。


    　なによりも恵ちゃんの場合、その位置にいるのが女性の紫音さんでなく、男の京夜であったとしても、気にしないでやってしまいそうだった。いいやたぶんやる。だから問題だ。ていうかクラスでやったって……?　男女比一対四のＧグツＪジヨ部ぶと違って、クラスの半数は男の子なんだけど……?


    「なんですかー?」


    　まだＹ字バランスを取ったまま、恵ちゃんはニコニコと笑っている。


    「えーと……」


    　この天てん界かいの生き物に、いったいどうすれば地上界の常識を伝えられるのか、京夜がひどく悩んでいると──。


    「ふん。そんなの。ぜんぜんたいしたことねーな」


    　部長が漫画を置いて立ちあがった。


    「なんだそのくらい。フツーできるじゃん。ほらみろ。わたしだってな──」


    　と、恵ちゃんの隣となりに並んで、自分もＹ字バランス。


    　二人それぞれで右脚と左脚を持ち上げて、左右対たい称しようの形を作る。


    「昔、お姉ちゃんと二人でバレエ通ってましたー」


    「ふたりともすごいな。私は体を動かすことは苦手でね」


    　紫音さんが素直に賞しよう賛さんしている。そういえばこのひともダメなほうのひとだった。そういうことにぜんぜん疎うといほうのひとだ。


    「いえ……、なんでもないです。ただすごいなーって」


    　京夜は敗はい北ぼくした。負けるの早すぎ、とか自分でも思ったが。勝てる気がしないので仕方ない。


    「そんなの全然すごくない!　──ほら見ろ見ろ。わたしは手放しでもやれちゃうのだ。本当にすごいというのは、こーゆーことを言うのだ!」


    　脚を押さえていた手を離して、部長が得とく意いげな顔をする。


    「むむむ?　お姉ちゃん。それはわたしだってできちゃえることですよ?」


    　恵ちゃんは意外と負けず嫌ぎらいな女の子なのだ。


    「──じゃあお姉ちゃん。あれは、まだできますか?」


    　恵ちゃんが上うわ履ばきを脱ぬぎ捨てた。本気モードに入る。


    　それから部室はバレエの技わざの発表会となった。京夜はしょっちゅう位置取りを替えることになった。〝安全な位置〟を探して放ほう浪ろうし続けることになった。
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     ごごごご
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    　ぺたぺたぺたと、部長が工作をしている。


    　ノリとハサミと画用紙を使って、なにか以前にも見たことのあるような物ぶつ体たいを作っている。


    「工作ですか?」


    　つい気になって、京きよう夜やはそう訊きいてしまった。できれば平和的に安全に、気が付かなかったふりを続けていたかったところだが、そうもいかない。


    「見ての通りだ。フキダシだ」


    　部長はそう言いつつ、棒ぼうを取り付けた物体を見せてきた。やっぱりアレだ。ずうっと前、一学期のあたりに部長が作った「にやり」と書かれたアレだ。ＧグツＪジヨ部ぶを震しん撼かんせしめたアレだった。


    「危険ですよ。やめましょうよ」


    「ふふふ。これからおまえは〝真しんの恐怖〟というものを知ることになる。この世には、知らないでいたほうが幸せなこともあるのだ。くくくくく」


    「やめましょうよ～」


    　フキダシはまだ完成していない。たましい形をした白い棒付き画用紙には、まだ文字はなにも書きこまれていない。


    　部長は腕組みをしていた。真っ白な画用紙を前に精神を統一する。瞑めい想そうでもするかのように、薄うすく開かれていた目が、あるとき──かっと見開かれた。


    「よし!」


    　きゅぽん、とマジックのキャップを親指で飛ばす。


    　猛もう烈れつな勢いで、フキダシに邪じや悪あくな文字を書き込んでゆく。


    「できた!」


    　フキダシを手に、部長が駆かけだした。目め指ざすは──お茶の用意をしている恵めぐみちゃん。


    「恵ちゃん!　逃げて──っ!」


    「え?　どうしましたー?」


    　恵ちゃんが振り返った。


    　その背に、しゅたっと部長が取り付いた。さっとフキダシをかざす。


    　──ごごごご。


    「もうすぐお茶ができますから、おとなしく待っててくださいねー」


    　怒りの闘とう神しんがそこに存在していた。ニコニコ笑顔で怒りのオーラを発はつ散さんしている。


    「はっ。はいっ。待ちますっ。おとなしくしてますからぁ」


    　京夜は思わずそう答えていた。まじビビった。


    「くくくくく。おまえはメグのことを天てん使しか女め神がみと思っているに違いないが、そうではないということだ。こいつも一人の人間であり、地上の生物だったということだ。つまり怒りの闘とう神しんだったということだ」


    「人間イコール怒っている存在、というのは、それは部長だけのマイルールだと思います」


    　テーブルの陰かげに隠れながら、京きよう夜やはそう言い返した。


    「布ふ団とんを引っぺがすときと、ブロッコリーを食べさせるときと、あと靴くつ下した片っぽ出さないときには、怒るのだ」


    「部長。こないだからまた一個増えてませんか。てかいつもそんな躾しつけられているんですか。もう高校生なんだから自分でなんとかしませんか」


    「お姉ちゃんしまいこんじゃうじゃないですかー。森もりさん困ってましたよー」


    「うるさい。あれは隠してあったのだ!」


    「なんで隠すんですかー」


    　恵めぐみちゃんが言う。京夜も同意した。まったくだ。


    　砂時計のピンクの綺き麗れいな砂が、すべて下へと落ちきった。


    「はい。できました」


    　恵ちゃんが紅茶セットをお盆ぼんに載のせて運んでくる。その背中に取り付いて、部長がフキダシをかざすタイミングを狙ねらっている。


    「このあいだ四しノの宮みや君、ディンブラはいまいちって言ってましたからー」


    　──ごごごご。


    「ごめんなさいごめんなさい。紅茶通つう気き取どってえらそうなこと言ってごめんなさいぃ──」


    「なので今日は香りのさわやかなヌワラエリヤですー」


    　──ごごごご。


    　このあたりで恵ちゃんも、後ろにいる部長に気づく。


    「あれあれ?　またまたわたしには内ない緒しよの遊びなんですねー?」


    　──ごごごご。


    　もうだめだった。笑顔の下に煮えたぎる高こう圧あつの〝怒り〟が見えてしまって仕方がない。


    「どうだ。わかったか」


    　部長が自分の席に座って、そう言った。紅茶をかぷかぷと飲みながら、ふんぞり返る。


    「はいもうたっぷりと。──このへんで勘かん弁べんしてもらえると大変たすかります」


    「よし。いいだろう。勘弁してやる」


    　部長がそう言った瞬間──。恵ちゃんが振り返ってきた。フキダシをその手に持って。


    「あー。そうです。そうそう。おかわりたくさんありますからねー」


    　──ごごごご。


    　フキダシを手に、怒りの闘神が言っていた。飲み干さねば殺すと、その目が云いっていた。


    　京夜は部長と二人して震ふるえあがった。
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     ヤキイモの季節
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    　ある晴れた秋の一日。開け放たれた部室の窓から、風が吹きこんでいる。


    　気持ちのいいその風に目を細めながら、京きよう夜やはぼんやりと椅い子すに座っていた。


    　きょうは漫画も広げていなければ、ライトノベルも手にしてはいない。ただぼんやりと座っているだけだ。


    　裏庭側がわの窓から入りこんだ風が、廊ろう下か側の窓へと抜けてゆく。


    　その風に首筋を撫なでられていると、自然と目が細まってしまう。


    　一年のうちで、いちばんいい季節じゃないかと思う。


    　冷房もいらなければ暖房もいらない。薄うす着ぎも厚あつ着ぎも必要ない。


    「ねえ部長～……」


    「……ああ。いい風だな」


    　話しかけたら、言おうとしていた言葉の残り半分が返ってきた。


    　部長も目を半はん眼がんにして、うっとりとくつろいでいる。お昼寝タイムの猫のようだ。毛先とかいじっていないし。爪つめやすりも置きっぱなしになっていない。


    　いい一日だった。一年がずっとこの調子だったらいいのに。


    「お茶いかがですか?」


    　紅茶基地から恵めぐみちゃんの声がかかる。小こ首くびを傾かしげて微ほほ笑えんでくる。


    　おねがい～、と、京夜はゆるゆると手を振って答えた。


    「ホットにします?　それともアイスティーがいいですか?」


    「あ～……。それじゃあ……、まんなかくらいで～」


    　難問に対しては、中ちゆう庸ようで答える。中庸が京夜の生き様ざまだ。


    「常温でストレートティー?　──そういえばしてみたことないですねー。やってみましょう」


    　紅茶の新しい飲みかたというものを発見してしまったようである。


    　紫し音おんさんが指を一本立てて、紅茶の葉が一いち人にん前まえ追加される。綺き羅ら々らさんが匂においで気づいて耳ならぬ耳のように見える癖くせっ毛けをぴくぴくとさせて、もう一人前が追加される。


    　ＧグツＪジヨ部ぶのゆるゆるとした独特の時間が、部室に流れていた。


    　風のなかに、なにか音が聞こえた。


    　遠くのほうから──。スピーカーで──。宣伝の音を流しながら近づいてくる車がある。


    『石焼き～ぃぃ、イモぉぉ～ぉ』


    「ああ……、そういえばそんな季節でしたね～」


    　もう十月。


    　毎年この時期になると、そんな軽トラックが街中を走り回っていることを思いだす。四しノの宮みや家でも母と妹が、よく買ってきては食べている。京きよう夜や自身はヤキイモはあまり食べない。女性もしくは女の子が、どうしてあんなに甘いものが好きなのか、よくわからない。


    「部長?」


    　ふと、京夜は問いかけた。さっきまでくつろいでいたはずの部長に、突とつ如じよとして、緊張感がみなぎっていた。


    　見回せば、部室の空気までもが変質していた。


    　さっきまでのゆるふわな雰ふん囲い気きが嘘うそのように、ひどく硬こう質しつな空気によって満たされている。


    「え?　あの──みなさん?」


    「キララ!」


    　部長が叫さけんだ。


    　応おう、とばかりに綺き羅ら々らさんが立ちあがる。


    「行け!　買い占しめろ!」


    「きらら。いく。」


    　ぽーんと、綺羅々さんは飛び出していった。


    　窓から外へと。ごく簡単に。ハードルを飛び越えるくらいの気軽さでもって。


    　一階ならいい。でもここは──。ＧグツＪジヨ部ぶの部室のあるのは──。


    「ちょ──!?　ここ二階ですよ!　キララさ──」


    　慌あわてて窓に取りついた京夜が見たのは──裏庭を勢いよく駆かけてゆく綺羅々さんの姿だった。


    　窓の近くに生はえている木の枝の一本が、まだ大きく揺れていた。


    　へなへなと窓まど辺べにへたりこんだ京夜の腰に力が戻ってきたのは、数分後──。


    　綺羅々さんが両手で抱かかえるほどの「ヤキイモ」を持ち帰ってきたのも、同じ数分後──。


    「これは。おいもの。おにく。」


    「おまえのその都合のいいルールに突つっこむべきか私はいま考えている。──が、とりあえずなにもかも、これ、ぜんぶ食ってからだな」


    　ヤキイモの大きな一本を両手で割って、甘い香りのする湯ゆ気げを立ちのぼらせながら、部長は言った。すぐにその口は忙しいことになった。話す暇ひまなどなくなった。


    「ん。ほへは。──やっふぁひ、おいひいものりぁね」


    「おひゃ。いへひゃいふぉ……、ふぇもっ、おいひくへっ」


    　紫し音おんさんも恵めぐみちゃんも、なに言ってるのか、まったくぜんぜんわかんない。


    「おい──、ひょろ。ほまへふぉ、ふふぁはいふぉ、ふぁふふぁふほ」


    　部長に言われて、京夜も一本だけ手に取った。


    　ちなみに言われたのは、「おい。キョロ。おまえも食わないとなくなるぞ」だと思う。


    　女の子ってヤキイモ好きだよなぁ──とか思いつつ、京夜は遠えん慮りよしいしい、ほんの一本だけを慎つつましやかに食しよくした。
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     和の心
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    「どいたどいたー」


    　いつもの昼休み。いつもの部室。


    　お弁当を食べつつ、漫画雑誌をそろそろ読み終わろうかというあたりで、部長がどやどやと部室にやってきた。


    　今日はいったいなにを拾ってきたのかと目を上げれば、運びこんできたのは、なんと、畳たたみだ。


    　五枚も六枚も重ねて一度に運びこんでくる。


    　もちろん運んでいるのは力持ちの綺き羅ら々らさん。小学生並みの体格の部長には、一枚たりとも運べそうにない。


    「まーたへんなもの拾ってきて」


    　京きよう夜やは立ちあがって入り口に向かった。


    　さすがに綺羅々さんにも重たいらしく、ふうふう言いつつ床ゆかへと下ろしていた。ぎしりと床が耳の錯さつ覚かくではなく確かに鳴った。


    　畳は全部で六枚あった。


    「盗ぬすんできたんじゃないですよね?」


    「おまえはどーして私がなにか拾ってくると文もん句くを言うのだ。盗んできたと決めつけるのだ」


    「だから訊きいてるんじゃないですか」


    「もらったんだ。華か道どう部の畳を総入れ替えするとかで、粗そ大だいゴミに出るところを、ちょうど六枚。──他にも柔じゆう道どう部っつー選択もあったが、それは見送った。野や郎ろうどものくんずほぐれつ、汗と涙と鼻水を吸いこんだ結晶のうえに座りたくなんか、ないからな」


    「どこ運びます?」


    　とりあえず盗んできたのではないとわかったところで、京夜はもうあまり部長の話を聞いてはいなかった。


    「ここいいんじゃないでしょうかー?」


    　恵めぐみちゃんが部屋のまんなかで、ぴょんぴょん跳はねている。広いだけが取とり柄えの部室だ。六畳じようぐらいのスペースは簡単に空あけられる。


    「うお……、重い」


    　一枚を持とうとすると、ずしりと腰にくる重さがあった。三十キロくらいはありそうだ。こんなのを六枚も一度に運んできた綺羅々さんっていったい……。


    「だめだ。持ちあがらない」


    　紫し音おんさんも手伝おうとしていたが、一枚さえ持ちあげられずに断だん念ねんしていた。その横で、恵ちゃんが意外と軽々と一枚を運んでいる。部長はもちろんどれだけ頑張っても０ゼロ枚だ。


    　部室のど真ん中に、畳たたみ六枚ぶんの長方形のスペースができあがる。


    　アンティークの多い部室の中で、そこだけ和の趣おもむきで、ちょっと違和感を覚えたものの──。


    　三十秒も眺ながめているうちに、すぐに馴な染じんだ。


    　家具調テレビが置かれていたり、七月の七たな夕ばた飾りがまだ残っていたり、部長のガラクタ収集物が、宝箱からはみ出してなお増ぞう殖しよく中だったり、そんな渾こん然ぜん一いつ体たいとした部室の景けい観かんに、古ぼけた畳は、不思議と調和していた。


    「畳なんて敷しいて、どうするんです?」


    　一枚も運んでいないのに、額ひたいに大汗をかき、すっかり労働後の顔になっている部長に、京きよう夜やはそう訊きいた。


    「日本の秋冬には、コタツ──というものがあるらしい。それをここに入れようと思う」


    　畳敷きの上に靴くつを脱ぬいであがって、部長は両腕を大きく振り回す。


    「あるらしい……?　っていうか、普通ありますけど。部室にコタツを入れるんですか?」


    「うち洋風なんでー。コタツって見たことないんですよー。暖だん炉ろならあるんですけど」


    　恵めぐみちゃんが指先を合わせてそう言った。暖炉は普通のうちにはありません、と、京夜は言いそうになったが我が慢まんした。


    「そっか。もう秋ですね。すぐ冬ですか。──暖かくていいかもしれないですね」


    「みろ!　やはりコタツとは暖かいものなのだ!」


    「お姉ちゃんの言った通りですねー」


    「そうなのか。私はちょっと冷え性しようだから……。それは嬉うれしいかも」


    　紫し音おんさんも興味を示す。


    「──で。コタツのほうはあるんですか?」


    「それはこれから盗ぬすみに行ってくる」


    「盗まんでください!　ほらやっぱり盗んでくるんじゃないですか!」


    「ウソだよ。信じるなよ。リサイクル屋を探してくるよ」


    「お店じゃＧグツＪジヨ部ぶ＄ドル使えませんよ?　古いやつでいいんなら、クラスの友達に訊いて回れば、誰だれか一人ぐらい、物置にしまいこまれていたりしませんかね」


    「おお」


    　なんか部長に感心した顔を向けてこられる。京夜は気恥ずかしくなって、顔を背そむけた。


    「そうなのか。そういうものか。融ゆう通ずうしあうのか。助け合いの精神か。それが和の心か。欲しいなら買うか盗めよあっちいけ、とかは、言われたりしないものなのか」


    「なにを言っているのかよくわかりませんが、ふつうは頼めばだいたい助けてもらえます。まだ昼休み残ってますから……。僕、ちょっとクラスに行ってきますね」


    「よし私も行ってこよう。鳴なる海みにまず訊いてみよう」


    　そして部室には誰もいなくなった。
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     キララのひみつ
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    　本の内容に夢中になって、ふと気がつくと、部室の窓の外がすっかり暗くなっていた。


    「いけね」


    　本を閉じると、京きよう夜やは言った。


    「暗くなるの早いですね。まだこんな時間なのに」


    「秋だからな」


    「今日は僕、これで上がります。ちょっと妹に頼まれていたもの買わなきゃならなくて」


    「おまえは妹の使いパシリから、いつ卒業するんだ?」


    　部長の声を背中に浴あびつつ、綺き羅ら々らさんの前を通ってカバンを取りにいく。


    「じゃあお先に～」


    　もういっぺん綺羅々さんの座るソファーの前を通りがかったとき──。


    　きゅっ。──とばかりに、服の裾すそを掴つかまれた。


    「あれ?　え?　あの……?」


    　京夜の制服の裾を、綺羅々さんは、はっしとばかりに掴んできている。カバンのベルトに首を通しかけた半はん端ぱな体勢で、京夜は立ち止どまっていた。


    「あの……。なんでしょう?　キララ?」


    「かえるの。だめ。」


    　不安そうな、すがりつくような、そんな目でもって見上げられる。


    　京夜は困り果てた。──綺羅々さんがはじめて見せてくる表情に。


    「きらら。てれび。みたい。」


    「ああ」


    　ようやくわかった。理解に至いたる。


    　夏が来る前に部室にテレビ様がやってきた。テレビ様は大変に気難しく、見るためには五人全員が必要だ。部屋のどこに人が立つかで電波状態が変わる。定位置に五人で立つ必要がある。


    「はやく言えよな。そーゆーこたぁ。勘かん違ちがいして焦あせっちまったじゃん」


    　部長がぶつぶつ言いながら席を立って歩いてくる。


    　京夜も床ゆかのマーキングの上に乗った。紫し音おんさんと恵めぐみちゃんも、定位置にやってくる。研究が進んだ結果、そこに立ってさえいればいい位置というのが判明していた。〝飛行機〟とか〝空気椅い子す〟とか〝Ｙ字開かい脚きやく〟とか、そんな苦しいポーズをする必要はない。


    「キララのおうちには、テレビないんですか?」


    「ここにあるよ。」


    「ないんですね」


    　スイッチを入れて待つことしばし──。まずは音声から聞こえてきた。ゆっくりと画面も現れてくる。骨こつ董とう品ひん級に旧きゆう式しきのテレビというものは、まるでファンタジーの世界の産物のようだ。


    　画面にはスタジアムといっぱいの観衆が映うつっていた。


    　綺き羅ら々らさんの観たい番組というのは、どうやら野球中ちゆう継けいのようである。


    「野球、好きなんですか……って、うわぁ」


    　ちょっと目を離していた隙すきに、綺羅々さんはすっかり完全装そう備びになっていた。縦たて縞じまのハッピを羽は織おって、メガホンを手にしている。画面の中の応おう援えん団の人たちと同じ格かつ好こうだ。


    「大ファンなんですね」


    「今年は何年かぶりに優勝がかかっているらしいよ。──私も詳くわしくはないんだけど」


    「へえ。そうなんですか」


    　野球観戦に無理やり付き合わせられていても、紫し音おんさんの顔に迷惑そうな色はまるでない。


    「ふん。あんな棒ぼうっきれで球たまっころ引っぱたく遊びの、どこが楽しいのかね」


    「こんどやりましょうよ。三角ベースっていって、少ない人数で遊べるルールもありますよ」


    「もしおまえがどうしてもと言うのであれば遊んでやらんこともない」


    　部長が野球キライなのは、きっと、大おお人にん数ずうでする競技だからだろう。友達少なそうだし。


    「大おお阪さかの人たちってスゴいですよねー。勝ったらみんな川に飛びこんじゃうんですよねー」


    「いやみんなじゃないと思います」


    　恵めぐみちゃんに対してはすかさず突つっこむ。


    　試合が始まるまでは、まだすこしありそうだった。京きよう夜やは綺羅々さんに顔を向けた。


    「キララはなんで、あのチームのファンなんですか?」


    「とらは……。つよかった。」


    「はい?」


    「きらら。たたかった。だから……。りすぺくと?」


    「ええっと……」


    　いつもながら綺羅々さんの話はわからない。これでも京夜はキララ語の第一いち人にん者しやなのだけど。


    「なむなむ。」


    「えっ?」


    「うまうま。」


    「えええっ?」


    　なんか変なことを考えてしまった。


    　戦った。倒した。食べちゃった。ファイト・アンド・イート?　弱肉強食。虎とらがトレードマークのあのチームが好きなのは、強かった敵への敬意リスペクト──?


    　そんな変な考えが、一瞬、浮かんでしまって、あわてて打ち消した。


    　まさかね。
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     泣かす、部長
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    　秋も深まる十一月。


    　いつもの部室の光景には、ちょっとばかりの変化が起きていた。


    　部長が前に言っていた「コタツ」がついに部室デビューした。


    　以前にもテレビ様が増えたことがあったが、秋に入って寒さを感じる時期になって、ついにコタツ様までもがやってきた。


    　部長のクラスの友人が中ちゆう古こを譲ゆずってくれた。ちょうど買い換えで処しよ分ぶんに困っていたそうだ。


    「あー。あったけえぇー」


    　部長はコタツにどっぷりと浸つかっている。


    　このまま春まで出てこないんじゃないかという感じがする。


    　畳たたみを敷しかれて作られた四畳じようほどのスペースにコタツは置かれていた。そこだけが和の空間になってしまっているが、このＧグツＪジヨ部ぶの部室のなかでは違和感はなかった。洋風のアンティークが置かれていたり、コタツがあったり、古ぼけたテレビがあったり、渾こん然ぜん一いつ体たいで調和しているのがＧＪ部というものだ。


    「おいキョロ。おまえもこっちきてちょっと入ってもいいぞ」


    「僕はいいですよ。うちにいけばコタツありますし。楽しんでくださいよ部長」


    「そうか。独ひとり占じめだな。贅ぜい沢たく極まりないな」


    　コタツ初日の今日。部長はご機き嫌げんでご満まん悦えつだった。平和なのはいいことだ。


    　紫し音おんさんはいつもの日課で世界統一王者World Union Championさんをコテンパンにしている最中。夏のあいだはしょっちゅう止とまっていたパソコンも、寒さを覚える気温になったら、急に元気になってきた。


    　恵めぐみちゃんは編あみ物をしながら、ことことと音を立てるケトルの番をしている。次の紅茶も準備中だ。


    　綺き羅ら々らさんはもくもくとお肉を食べている。〝本日のお肉〟は鶏とりでも牛でも豚でも羊でもなくて、見たことのないもので──ちょっと訊くのが怖いカンジ。


    　そして京きよう夜やは平和を堪たん能のうしていた。


    「あっ……、やべっ」


    　部長が小声でそう言った。


    「どうしたんですか?」


    　平和であることの幸せに浸ひたっていた京夜は、部長が口にした言葉を聞き逃のがさなかった。


    「いや。なんでもね。……足がちょっと痺しびれただけで」


    　なんでもないとか言いつつ、部長は「痛いててて」と顔をしかめた。


    　京夜はすぐに立ちあがった。部長のもとに馳はせ参さんじる。


    「治しますよ。うちの──四しノの宮みや家伝統の治しかたがあるんです」


    「ほんと?」


    　部長は期待する顔をみせた。


    　そこに京きよう夜やは力強くうなずいてみせる。


    「こうやって──」


    　部長の足をニーソックスの上から両手で掴つかみ──。


    　揉もみはじめた。


    「痛いたい痛い痛い──!　痛たたたたたたあ!」


    「痛いですけどこうすると治るのが早いんです」


    　部長は暴あばれた。


    　蹴けりっく蹴りっくしてくる足をしっかり捕つかまえて逃がさず、京夜は揉んだ。


    「や、やめれー!」


    「いまやめたら余よ計けいに痛いですよ。しばらく我が慢まんです。そしたらすぐに痛くなくなります」


    　揉んで。揉んで。揉みまくる。


    「し、死ぬう。──死ぬ死ぬ。死んじゃう死んじゃう、しんじゃう!　らめえ!　し、しぬぅ」


    「ええみんなそう言いますけど。でもたいてい死にません」


    　そうやって容よう赦しやなく揉んでいると──部長はついに半べそとなった。


    「やめてよう」


    　目め尻じりに涙を溜ためこんで弱々しく言ってくる部長に、京夜は──。


    「はい。おわりです」


    　手を離して、そう言った。しばらく前から部長は騒さわがなくなってきていた。〝治療〟を終了させる頃合いを見み計はからっていたところだった。


    「ほら。すぐに治ったでしょう?」


    　京夜はそう訊きいた。


    　部長は涙の浮かぶ目を、ごしごしとやっている。


    　涙目なところと、弱気な感じと──。ふだん見たことのない部長の姿に、なんかちょっとカワイイな、などと思ってしまう。


    「うちじゃ、みんなこうやって治すんです」


    「おまえんち……」


    「はい?」


    　小さな声で言ってくる部長に、京夜は訊き返した。


    「おまえんち。もう。ぜったい行かない」


    　はっきり聞こえる声で、部長はそう言った。


    　くちびるを尖とがらせて、そっぽを向いた。
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     泣かす、紫音
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    「あいつも泣かそう」


    「やめましょうよ～」


    　腕組みをして不ふ穏おんなことを言ってくる部長に、京きよう夜やは言い返した。


    　コタツの向かいにすっぽり入って、京夜は部長と二人ですっかり密みつ談だんの態勢だった。


    「いいや不公平だ。私が泣いたのだから全員順番に泣かせてゆく。それが民主主義というものだ。ＧグツＪジヨ部ぶ式というものだ」


    「民主主義とＧＪ部式とのあいだにほとんど接点はないと思います」


    　四しノの宮みや家の伝統療法で足の痺しびれを治したのはいいのだが、部長のどこかでスイッチが入ってしまった。部長が「泣かす」と言い切って、横目で狙ねらうその標ひよう的てきは──。


    「紫し音おんさんが泣くところなんて、想像もつかないですよ。部長と違って大人おとなですよ」


    「おまえ、ほんとシイのこと知らねーのな。シイ初心者だな。あいつはけっこう泣き虫なのだ。いつもわたしが守ってやっていたのだ」


    「どちらかというと部長が世話を掛けっぱなしに思うんですけど」


    「まあ。見てろ」


    　部長は不ふ敵てきな顔になって、笑った。


    　そしてパソコン席にいる紫音さんにも聞こえるような大きな声で、口を開く。


    「──そういえばシイのやつってさー!　けっこう非常識なところあるよなー!」


    　そこで言葉を区切る。京夜に顔を向けてくる。


    「え?　僕ですか?」


    　思わずそう訊きくと、コタツの中で、どかっどかっと向こう臑ずねを蹴けられる。


    「えっいやあの。そ、そうですねー」


    「ほー!　キョロもそう思うかー!　あははー!　じゃあ決定なー。紫音がＧＪ部の非常識チャンピオンということでー!」


    　部長が聞こえよがしに大声で言う。


    　パソコンの電源ボタンが、ぱちんと音を立てた。チェスのネット対戦がちょうど終わったのか、それとも途と中ちゆうで中ちゆう断だんしてきたのか、紫音さんがパソコン席からコタツに移動してきた。


    　さっきからの部長の言葉は、しっかり聞こえていたはず。その顔は京夜から見ると、ややむっとしているように思えた。


    「私はけっこう常識派だと思うのだけど」


    　コタツの一面を占しめたあと、開かい口こう一いち番ばん、紫音さんはそう言った。


    「たとえばどんな?」


    　部長が受けて立つとでもいうように、不ふ敵てきな笑いで挑ちよう発はつする。


    「鼻に掛けるつもりはないのだけど。客観的かつ控ひかえめにいって、この部で私がいちばん物を知っていると思う」


    　そう言う紫し音おんさんの言葉もやや固い気がする。ひょっとして……、怒っている?


    「そ、そうですよ。紫音さんがいちばん物知りですよ」


    「でもカップ麺めんの作りかたは知らなかったワケだ」


    「………」


    　紫音さんが顔色を変えた。そして京きよう夜やも、やっべーと真まっ青さおになっていった。なぜそれを部長が知っているのかといえば、それは京夜がまえに話してしまったからだ。


    「こ、この白い袋の料金がレシートに含まれていないのだけど……。い、いいのだろうか?」


    　部長が紫音さんの口まねをする。それも京夜が部長に話したことだった。紫音さんはコンビニのレジ袋がタダだということを知らなかったのだ。


    「なあキョロ。缶コーヒーっていうのは〝缶コーヒー〟っていう種類の飲み物だよな。コーヒーと味が違っていても当然なんだよな」


    「え?　いやまあ。あのその。……まあそうなんですけど」


    「だ……」


    　硬い顔をした紫音さんが口を開く。


    　京夜はびしっと正せい座ざして紫音さんの言葉を待った。


    「だ、だって……、だって……、しかたがないじゃないか。そういうの、物の本には書いてないし……。あ……あたりまえすぎることは、むしろ調べにくいことなんだ。インターネットでいくら調べてみても、電車の乗り方とか自じ販はん機きの使い方とか……、載のってないじゃないかぁ」


    「おまえ電車の乗りかたも知らなかったの?　自販機つかえねーの?」


    　部長の言葉に、紫音さんはこくりとうなずいた。


    「そういえば合宿の時。改札通るとき、紫音さんいつもみんなのいちばん後ろにいましたね」


    　京夜の言葉にも、こくんとうなずいてくる。子供のようだ。


    「皆のすることをよく観察して、……同じようにしていた。磁じ気きの記録されている面を下にして、長方形を縦たてにして挿そう入にゆうする──」


    「あれ黒いほう上でも下でも縦でも横でも通りますけど」


    「そ、そうなのか……」


    「まあ。とにかくだ」


    　部長が話題を切り替える。


    「泣いたな」


    　紫音さんは目め尻じりの涙を手の甲こうで拭ぬぐっていた。


    　半べそをかいていた。
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     泣かす、恵
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    「だから部活動だってばさ」


    「ふふふふ。この私としたことが。見み事ごとに引っかかってしまったようだね。ふふふふふ」


    　紫し音おんさんはコタツにやってきていた。部長の隣となりで、ちょっと怖い感じに笑いつづけている。


    「ああ。こいつ。これ怒ってねーから。やる気が出ちまってるだけだから」


    　ビビりまくっている京きよう夜やに部長が言ってきた。


    「そ、そうなんですか……?」


    「ちょっと本気を出してしまいかねない気分だね」


    　髪を払って紫音さんが言う。怒っているわけではないのだと知って、京夜はまず安心した。しかし部長はやっぱり紫音さんの大親友だ。紫音学がつ会かいの第一いち人にん者しやだ。


    「で、次の獲え物ものはダレにする?」


    　悪だくみでもするように、部長は紫音さんと小声になって相談をはじめた。


    「順番からいって彼女だろうね」


    「やつか……。手て強ごわいな。なにか策さくはあるのか?」


    「私を誰だれだと思っているんだい」


    　さっきから紫音さんのキャラがなんだか違うものに見えて仕方がない。黒こつ化かした紫音さんには、暗あん黒こく軍ぐん師すいの風格があった。天才軍師だ。黒くろ孔こう明めいだ。


    　お茶の用意をしている恵めぐみちゃんの背中を、ふたりはじっと狙ねらっている。綺き羅ら々らさんはいま席を外はずしていて──部室にいるのは、いま恵ちゃんだけ。次の標ひよう的てきは彼女のようだ。


    　しかし──。天てん使しの彼女を泣かすことなんて、それは人に可能なことか?


    　いいや、しかし──。


    　頭ず脳のう。そして意志。この二つが揃そろったなら、不可能などない。


    　神でも悪あく魔までも泣かしてしまいそうだ。デビル＆ゴッド・メイ・クライだ。大天使の涙を見ることだって、きっと可能なはず。恵ちゃんには悪いが──京夜はちょっと期待してしまった。


    「いま百万と三千七百二十四通りのシミュレーションを終えた。やはり、あれしかないね」


    「どれよ?」


    　こしょこしょと紫音さんが部長に耳打ちする。恵ちゃんの涙を見るための作戦を伝達する。


    「なーる、アレな?」


    「恵君に信じこませられるかどうかが正せい否ひの鍵かぎだけど」


    「おいおい。本気でやんねーとだめだぜ?」


    「もちろん。真ま央おのほうこそ手て加か減げんなどしないでくれたまえよ」


    「するかよ。私をだれだと思ってやがる」


    　部長が犬けん歯しを剥むき出してニヤリと笑う。


    　いったいどんな〝奇き跡せき〟が見れるのか、京きよう夜やはぞくぞくと期待した。


    　紫し音おんさんが片手をすうっと上げてゆく。そしてその手を──。


    　ばっちーん!　──と、部長のほっぺたに打ち下ろした。


    「いってぇな!　なにしやがんだこの野や郎ろう!」


    　部長が猛もう然ぜんと立ちあがる。


    「口を慎つつしみたまえ。君は自分はなにをしても許されると思っているのだろう。そうでないことを教えてあげたまでだ。口で言ってもわからない相手には手をあげるのが合理的だろう?」


    「えっ?　えっえっ?」


    　京夜はうろたえていた。


    　なんでいきなり喧けん嘩かが始まってしまったのか、まったくわからない。恵めぐみちゃんを騙だますとか泣かすとか、もうそれどころではない。


    「なんだとこの澄すまし屋の冷れい血けつ女ぁ!　なにが許せねえって!?　許せなければどうするって?」


    　一瞬で沸ふつ騰とうした部長が、紫音さんにつかみかかる。髪の毛を掴つかんで引っぱっている。


    「そうしてすぐ暴ぼう力りよくに訴えるのが君の最大の欠点だね。まったく品性に欠ける。歯の並びが良いことぐらいしか君の取とり柄えは見つけられないのだけど」


    「ンだと!　先に手をあげたのはどっちだオラアア!」


    「やっ──やめてくださいって二人とも!」


    　京夜はコタツから飛び出して二人の間に割って入ろうとした。でもできなかった。その場でただ、うろうろおろおろと回っていた。


    「ど……、どうしたんですか?　お姉ちゃん?　紫音さん?」


    　お茶の用意をしていた恵ちゃんが、びっくりした顔で見つめてきていた。


    「め──恵ちゃん!　なんかしらないけど二人が急に喧嘩をはじめて──!」


    　京夜は助けを求めた。二人は罵ののしりあいから手の出しあいに移っている。二発三発と、紫音さんが部長のほっぺたを張り倒す。部長が紫音さんの髪を引っぱる。そして噛かみつき攻撃に出る。


    「やめ──だめ!　やめてくださいよう!　けんかはだめですよう!」


    　恵ちゃんが飛びこんできた。


    「おねえちゃん!　しおんさぁん!　おねがいですから──!　やめてくださいよう!」


    　恵ちゃんが涙ながらに訴えると──。


    「泣いたな」


    「ああ。泣いたね」


    　二人はぴたりと掴み合いをやめた。さっきまでの怒りが嘘うそのように、その顔には笑えみが浮かんでいる。二人して、ぺろりと舌を出して──。


    「ミッション・こんぷりーと♡」
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     泣かす、綺羅々
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    「次はヤツだな。強きよう敵てきだな」


    　満席となったコタツで陣じんを作って、つぎの作戦会議が始まっていた。


    　恵めぐみちゃんのときには席を外はずしていた綺き羅ら々らさんが、部室に戻ってきている。いつものようにもくもくとお肉を食べている。


    　次のターゲットはもちろん彼女だ。


    「さっきのじゃだめなんですか?　二人で喧けん嘩かしてみせるっていうのは──」


    　自分もすこしは知恵を出そうと、京きよう夜やは言った。


    　綺羅々さんは喧嘩をしていると止とめにくる人だ。喧嘩キライな人である。


    「ばかおまえ。キララ相手じゃ容よう易いに制せい圧あつされちまうよ。それにな。おまえな。あれは痛いんだぞ?　シイのやつ手て加か減げんしねえから。──あーまだほっぺたが痛い」


    「真ま央お。君だって手加減しなかったろう。ほらここに歯形が──」


    「キョロを噛かむときよか加減してるよ」


    「お姉ちゃんたち本当に喧嘩しているのかと思いましたー」


    「敵を欺あざむくにはまず味方からってな」


    　恵ちゃんもコタツにやってきていた。綺羅々さんをいかに泣かすかという作戦会議にニコニコ笑顔で参加している。


    「そうしてわたしも味方になってしまったわけですね。ふふふ。綺羅々さんひとり仲間外れじゃ、かわいそうですよー。はやく仲間にしてあげないとー。ふふふ」


    　天てん使しの恵ちゃんが黒こつ化かしてしまったのかどうか、京夜にはよくわからない。もしそうなら堕だ天使だ。黒こく翼よくの天使だ。ＧグツＪジヨ部ぶの暗あん黒こく面めんは天才も天使さえも堕おとしてしまうのだろうか。


    「あれ……しかないかな」


    「あれってどれよ?」


    　天才の紫し音おんさんが、その暗黒面に染そまった明めい晰せきな頭ず脳のうを駆く使しして、百万と三千七百二十四通りのシミュレーションを終えて解答を弾はじき出していた。


    「なるほど。それでいこう」


    　悪わる巧だくみをする顔で訊ききにいった部長が、重々しくうなずいた。


    「なあ──おい、知ってっかー?」


    　ソファーで黙々とお肉を食べている綺羅々さんに、部長が話しかける。


    　いつもマイペースな綺羅々さんのこと。これまでコタツで行おこなわれていた悪だくみは、もちろんぜんぜん聞いていないはず。


    　──やっぱりだ。綺羅々さんは、お肉を食べる手を止とめて、きょとんと首を傾かしげていた。


    「じつはキョロって可哀かわい想そうなやつだったんだよ」


    「えっ?」


    　京きよう夜やはびっくりした。どんな作戦なのかわからないが、自分が話題に出てきてギョッとする。


    「こいつ。橋の下に捨てられていたんだとさー。捨てられていたのを、拾って育てられたんだってさー」


    　綺き羅ら々らさんの耳に見える癖くせっ毛けが、ぴくっと動いた。


    　お肉の袋を手に持って──綺羅々さんはコタツに移動してきた。京夜は綺羅々さんのために横にずれて場所を作った。


    「きょろ。かわいそう?」


    「彼には妹君がいるのだけど、そちらは両親の本当の子供でね。それで彼は肩かた身みが狭せまいそうだ」


    「だから逆らえねーんだよ。使いパシリさせられんだ。ゲーム買いに行かされたり、妹のゲームキャラのレベル上げやらされたり。妹に口くち答ごたえすると、橋の下に捨てに行こうかと言われるワケだ」


    　部長と紫し音おんさんがバンバン物語を捏ねつ造ぞうする。そこに京夜は重々しくうなずきを繰り返す。


    「きょろ。かわいそう。」


    　京夜の前に──お肉が置かれた。


    「そんなキョロは毎日夕方になると、四時から六時までのあいだ、ずっと玄関の前で待っていたんだと。本当の両親が──美人のお母さんと、イケメンのお父さんとが、白いカボチャの馬車で迎えに来てくれるのを、ずうっと待ちつづけていたんだよ」


    　京夜の前に、お肉がもう一本置かれた。お供そなえ物が増えてゆく。


    「キョロ君は誕生日を祝ってもらうことはなかった。なぜならいつ生まれたのかもわからないのだから、祝う必要もないだろう、と言われたらしくてね」


    　京夜の前に、お肉がどんどん積みあげられてゆく。お供え物のお肉が、山と化す。


    「四しノの宮みや君……、かわいそうです……」


    　恵めぐみちゃんが泣いていた。作戦会議に参加していたはずなのに、なんでなのか泣いている。


    　そして当の綺羅々さんの目には──。


    「泣いた」


    「泣いたね」


    　ぽろぽろぽろと、大おお粒つぶの涙を顎あご先から滴したたらせて、綺羅々さんは泣いていた。大泣きだ。


    「キョロ。がんばる。」


    　ぎゅうう、っとその大きな胸に抱きしめられる。


    「いやあの。キララ。これはちがうんです。ウソです。ウソなんです。ぜんぶウソですから。ほらＧグツＪジヨ部ぶの部活動ってやつで──。なんかよくわかんないけど。みんな順番で──」


    　綺羅々さんが泣きやんでくれるまでには、それから三十分を要した。

  


  [image: ]



  
     泣かす、京夜
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    「あいたたたた……」


    　歯形のついた腕を京きよう夜やはさすっていた。


    　あの話はウソで作り話なのだといくら説明しても、綺き羅ら々らさんはわかってくれなかった。泣きやんでもらうのには三十分を必要とした。


    　なんと彼女は〝ウソ〟というものを知らなかったらしい。真ま面じ目めな綺羅々さんの辞書には「ウソ」は載のっていなかったらしい。


    〝ウソ〟というものが本当にあったことではなく、事実に反することであり、だから心配したり同情したりする必要はないのだと。皆でよってたかって説明して、三十分も使って、ようやく理解してもらって──そして綺羅々さんは大いに怒った。そして噛かまれた。


    「なんで僕が」


    　部長以外にはじめて噛まれた。部長以外にも噛むひとがいたことに驚いた。


    「ウソついてたのって……。部長と紫し音おんさんじゃないですかぁ」


    「お茶がはいりましたよー」


    　恵めぐみちゃんがお茶を淹いれてくれる。全員が一回ずつ泣いて、〝部活動〟が終わり、ようやく部室に平和が戻ってきた。平和が好きだ。平和がすてきだ。


    「でもあれウソだったんですねー。わたしてっきり信じちゃってー」


    　いい香りのするお茶を皆のカップに注つぎ分けてゆきながら、恵ちゃんは言う。天てん使しの辞書にはギリギリ「ウソ」は載っていたようだ。もう三十分ほど掛けなくて済む。


    「ああメグ。あのウソ泣きナイスな。キララもあれで信じたのかもな」


    「ええっ?　わたし泣いてましたっけー?」


    「だけどうちの部活動って、いったいなんなんですか?」


    「あれおまえさっきジブンで言ってなかった?　部活動の一いつ環かんだとかなんだとか」


    「言ってましたけど、あれはキララに納なつ得とくして貰うための方ほう便べんで──」


    「ああ。じゃあ正部員はナシだな。ようやくおまえもＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいがわかったのかと思ったが」


    「ええーっ?　僕ってまだ見習い部員だったんですか?」


    「ＧＪ部魂がワカラんやつは、一生、見習いに決まってンだろ」


    「だからそのＧＪ部魂ってなんなんですか」


    「さて──」


    　部長は答えず、紅茶を一気に呷あおってカップを空あけると、コタツから立ちあがった。


    「ふむ」


    　紫音さんもコタツから出て立ちあがる。


    「よいしょ」


    　恵めぐみちゃんも、すっくと立った。綺き羅ら々らさんもお肉を置いて、すっと立つ。


    「あれあれ?　皆さんどうしました?」


    　京きよう夜やは一人コタツに残ったまま、立ちあがった皆を見上げていた。


    「なにって。そりゃもちろん部活動さ」


    　部長はとぼけたように言う。指をぽきぽきと鳴らしている。なんだか怖い。迫力がある。


    「部活動なら、いま終わったんじゃないんですか?　全員泣いて恨うらみっこなしですよね?」


    「ほほう。全員泣いたと、そう申すか?」


    　部長の背中に錯さつ覚かくなのか、怒りのオーラが見えている。


    「──いい気になってタダ乗りしていたコイツは、どうしてやろうかね?」


    「無む賃ちん乗車は運賃三倍というのが相そう場ばだね」


    　紫し音おんさんもそう言った。その顔がまったく笑っていない。すごく怖い。


    「そうですねー」


    　恵ちゃんもなにに対してなのか同意を示している。その手にはいつのまにか、部長がこのあいだ作ったフキダシが握られていた。「ごごごご」というアレだ。怒りの闘とう神じんと化した恵ちゃんのその背中には、とても錯覚とは思えない密度で、怒りのオーラが渦うず巻まいていた。


    「えっ?　えええーっ?　なんでなんで、なんでですかっ。なんで皆さん怒ってるんですか!?」


    「我々が怒っているように見えるのかい?　君にそう見えるのだとしたら、そうなのかもしれないね。人にとっての現実というのは、すなわちその人がどう思っているかということだから」


    　紫音さんが哲学的に言ってくる。


    「元はといえばオマエが始めたんだよな。私を泣かしたのはオマエだよな」


    「えっ?　ええーっ?　いやだってあれは四しノの宮みや家伝統の療法で──」


    「ふふふっ。四ノ宮君一人だけ仲間外はずれじゃ、かわいそうですよねー。ふふふ」


    　ごごごご。


    「きょろ。うそ。いけない。」


    　がちがちがちと、綺羅々さんも歯を噛かみ鳴らしている。


    「か──!　勘かん弁べんしてくださいよー……!　もうしませんからあぁぁー!」


    　京夜は涙ながらに訴えた。


    「泣いた」


    「泣いたね」


    「泣きましたー」


    「きょろ。ないた?」


    「早っ。おまえ早っ。泣かすまえに泣いてるとはさすがキョロ」


    　ＧグツＪジヨ部ぶのいつもよりちょっとだけ賑にぎやかでしっかりと部活動した一日は、こうして終わった。
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